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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト で定義された会話の基
本単位である協調的ワークフローを作成する方法について説明します。 協調的
ワークフローを作成するには、 B2B Integration プラグイン機能を使用します。 こ
のプラグインを使用する と、 WebLogic Integration Studio の機能を拡張して、 会
話定義にバインド される協調的ワークフローを作成できます。

注意 : ebXML ビジネス  プロ ト コルは、 このドキュ メ ン トで説明しているもの
よ り シンプルな会話モデルを採用しています。 このため、 使用するのが 
ebXML ビジネス  プロ ト コルのみであれば、 このドキュ メ ン トではな く  
ebXML ドキュ メ ン ト を直接参照される こ と をお勧めします。 ebXML ビ
ジネス  プロ ト コルのワークフロー作成に関する情報については、 『B2B 
Integration ebXML の実装』 の 「ワークフローで ebXML を使用する」 を
参照して ください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「ワークフローの作成について」 では、 B2B Integration プラグインに
ついて概説します。 また、 WebLogic Integration Studio の概念および Studio 
を使用して会話定義をま とめる方法についても説明します。

� 第 2 章 「ワークフロー テンプレー トの会話プロパティの定義」 では、 会話定
義のロールを実装する協調的ワークフローのテンプレー ト を定義する方法に
ついて説明します。

� 第 3 章 「協調的ワークフローの開始」 では、 協調的ワークフローの開始プロ

パテ ィをコンフ ィ グレーシ ョ ンして、 実行時に協調的ワークフローを開始す

る方法について説明します。

� 第 4 章 「ビジネス  メ ッセージの使い方」 では、 ト レーディ ング  パートナ間
で交換されるビジネス ドキュ メ ン ト のデータの作成および抽出を開始するア
クシ ョ ンのプロパテ ィ を、 ワークフローのタスク と イベン ト に割 り当てる方
法について説明します。 またこの章では、 Message Manipulator API に付属の
メ ッセージ マニピュレータ  ク ラスを操作して、 ビジネス  メ ッセージの内容
を作成および処理する方法についても説明します。
B2B Integration ワークフローの作成 vii



� 第 5 章 「ビジネス  メ ッセージの送受信」 では、 ビジネス  メ ッセージの送受
信を開始するアクシ ョ ンのプロパティ を、 ワークフローのタスク と イベン ト
に割 り当てる方法について説明します。

� 第 6 章 「協調的ワークフローの終了」 では、 会話終了の処理をする方法およ

び協調的ワークフローを終了する方法について説明します。 

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

� WebLogic Integration Studio を使用して、 WebLogic Integration 環境での会話
用に定義された ト レーディ ング  パートナのロールを実装する協調的ワークフ
ローを設計するビジネス  アナ リ ス ト

� WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンを設定および管理するシステム管理
者

WebLogic Integration のアーキテクチャの概要については、 『WebLogic 
Integration 入門』 を参照して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 フ ァ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration  マニュアル CD にあ り ます。 
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。 

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
viii B2B Integration ワークフローの作成



関連情報

Business Process Management の詳細については、以下のマニュアルを参照して く
ださい。

� WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

� BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  ガイ ド

� WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ メ ン ト
をご使用の旨をお書き添え ください。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
B2B Integration ワークフローの作成 ix



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト も
示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x B2B Integration ワークフローの作成



すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな
い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力しな
い。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号は
入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 実
際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration ワークフローの作成 xi
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1 ワークフローの作成について

以下の節では、 B2B Integration アプリ ケーシ ョ ンでワークフローを使用するため
の主要な概念を説明します。

� 続ける前に

� アーキテクチャの概要

� 主要な概念

� 実行時の要件

� ワークフロー統合タスクの概略

続ける前に

このマニュアルの先へ進む前に、 次の点に注意してください。

� RosettaNet プロ ト コルに基づく会話を実装する場合は、 『B2B Integration 
RosettaNet の実装』 で RosettaNet 1.1 および 2.0 プロ ト コルに基づく ワーク
フローと会話の実装方法について参照して ください。

� ebXML ビジネス  プロ ト コルはこのドキュ メ ン ト で説明しているものよ り シ
ンプルな会話モデルを採用しています。 このため、 使用するのが ebXML ビ
ジネス  プロ ト コルのみであれば、 このドキュ メ ン ト ではなく  ebXML ドキュ
メ ン ト を直接参照されるこ とをお勧めします。 ebXML ビジネス  プロ ト コル
のワークフロー作成に関する情報については、 『B2B Integration ebXML の実
装』 の 「ワークフローで ebXML を使用する」 を参照して ください。

� このドキュ メ ン ト で説明する  B2B 機能でサポート している  XOCP ビジネス 
プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り廃止されています。 
XOCP の代替となるビジネス  プロ ト コルに関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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1 ワークフローの作成について
アーキテクチャの概要

会話を定義する上での基本的なステップは、 その会話の各ロールを実行するワー

クフローの作成です。 B2B Integration コンポーネン トは、 そのよ う な協調的ワー
クフロー （パブリ ッ ク  ワークフローと も呼ぶ） を作成できるプラグインを備え
ています。 WebLogic Integration の B2B Integration コンポーネン ト と  Business 
Process Management （BPM） コンポーネン ト を一緒に使用する と、 以下のもの
を利用できます。

� ワークフロー （プロセス  モデル） を設計するためのグラフ ィ カルな設計ツー
ル （ビジネス  コラボレーシ ョ ンの開発時間を短縮する）

� ワークフローを実行するための実行時プロセス  エンジン

� プロセス モニタ機能

B2B Integration プラグインを使用してワークフローを作成する場合は、 設計タス
ク と管理タスクが不可欠であ り、 プログラ ミ ング  タスクを行わなければならな
い場合もあ り ます。

アーキテクチャの構成要素

次の図は、 WebLogic Integration のアーキテクチャでどのよ うに B2B Integration 
プラグインが組み込まれるのかを示しています。
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アーキテクチャの概要
WebLogic Integration コンポーネント

WebLogic Integration のアーキテクチャには、 協調的ワークフローの作成と実行
をサポートする以下のコンポーネン ト が含まれています。
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1 ワークフローの作成について
表 1-1  WebLogic Integration コンポーネント

コンポーネント 説明

プロセス  エンジン ワークフローを実行および管理し、 ワークフロー イン
スタンスを ト ラ ッキングする実行時のコン ト ローラお

よびワークフロー エンジン

ワークフロー インスタ
ンス

WebLogic Integration リ ポジ ト リ でコンフ ィグレーシ ョ
ンされた会話定義のロールを実装する、 ワークフロー 
テンプレート定義のアクテ ィブなインスタンス。 ワー
クフロー インスタンスはワークフロー テンプレートの
定義が実行時にインスタンス化されたと きに作成され

る。 

WebLogic Integration 
Studio

設計時にワークフローを定義するため、 および実行時

にアクテ ィブなワークフローをモニタするために使用

する ク ラ イアン ト  アプ リケーシ ョ ン

WebLogic Integration 
Worklist

ユーザまたはそのユーザが属するロールに割り当てら

れているタス クを表示および実行するために使用する

ク ラ イアン ト  アプ リケーシ ョ ン。 たとえば、 他のユー
ザへのタス クの再割り当て、 タス クに完了のマークを

付ける、 タス クの完了のマークを外す、 ワークフロー 
ステータスの表示、 手動によるワークフローの開始な

ど。

WebLogic Integration リ
ポジ ト リ

以下のものが格納されるデータベース

� ワークフローのテンプレー ト と インスタンス

� 実行時に  WebLogic Integration で使用される会話定
義情報 （会話、 パーテ ィ、 会話ロール、 プロ ト コ

ルのバインディングの情報など）

リ ポジ ト リは ト レーディング パートナ ノードにローカ
ルで配置するこ と も、 WebLogic Integration ソフ ト ウェ
アからアクセス可能な別のノードに配置するこ と もで

きる。 リポジ ト リは、 1 つのオーガニゼーシ ョ ン内の 1 
つの ト レーディング  パートナから、 または複数のオー
ガニゼーシ ョ ンの複数の ト レーディング パートナから
アクセスでき るよ うにデプロイでき る。
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アーキテクチャの概要
Studio、 Worklist、 プロセス  エンジン、 プラグイン  フレームワークの概要につい
ては、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「WebLogic 
Integration Studio の概要」 を参照して ください。

B2B エンジン 実行時に ト レーディング パートナ間のメ ッセージを処
理およびルーテ ィングする ソフ ト ウェア

WebLogic Integration 
B2B Console

コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト 、 会話、 配信チャネ
ル、 ドキュ メ ン ト交換、 ト レーディング  パートナなど
を作成、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 管理、 およびモニタ

できるブラウザ ベースのコンポーネン ト

WebLogic Integration プ
ラグイン  フレームワー
ク

特定の BEA ソフ ト ウェア （BEA Java 
Application-to-Mainframe （JAM） 製品や、 WebLogic 
Integration の B2B Integration、Data Integration、および 
Application Integration コンポーネン ト ） およびユーザ
記述ソフ ト ウェアで WebLogic Integration Studio とプ
ロセス  エンジンの機能を拡張できるよ うにするコン
ポーネン ト

B2B Integration プラグイ
ン

以下の機能を持つ B2B 統合プラグイン

� Studio の機能を拡張し、 協調的ワークフロー （次

のビジネス  プロ ト コルのいずれかに基づいて会話
の個々のロールを実装するワークフロー） を作成

するためのワークフローのノード、 アクシ ョ ン、

イベン ト といった細目を指定できるよ うにする。

― XOCP
― RosettaNet 2.0
― RosettaNet 1.1
― ebXML

� プロセス  エンジン と会話フローを統合する。

他のプラグイン WebLogic Integration プラグイン  フレームワークでは、
追加のプラグインを組み込むこ とができる （上の 
WebLogic Integration プラグイン  フレームワークの説
明を参照）。

表 1-1  WebLogic Integration コンポーネント  (続き )

コンポーネント 説明
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1 ワークフローの作成について
主要な概念

この節では、 B2B Integration アプリ ケーシ ョ ンで協調的ワークフローを使用する
前に理解しておく必要のある主要な概念を説明します。

ワークフロー、協調的ワークフロー、ワークフロー 
テンプレート、 およびワークフロー テンプレート
定義

この節では、 Business Process Management （BPM） に関する以下の主要な概念
を説明します。

� WebLogic Integration は、 プロセス  エンジンでワークフロー自動化ツールを
提供します。 ワークフローとは、 ビジネス  プロセスのこ とです。 ワークフ
ローの自動化は、 全体的あるいは部分的なビジネス  プロセスの自動化を意味
します。 ワークフローの自動化では、 コンピュータが大部分の作業を実行で

きるよ うにし、 人間は例外を処理するだけでいいよ うにするインテ リジェン

ト なビジネス ルールに従って、 あらゆるタイプの情報が適切なと きに適切な
参加者に渡されます。

� 協調的ワークフローは、 会話定義の ト レーディング  パートナのロールを実装
するワークフローです。 会話定義では、 2 つ以上のロールを定義できます。
各ロールは、 協調的ワークフローと関連付けられます。

パブリ ッ ク  プロセスを実装する協調的ワークフローは、 通常はパブリ ッ ク  
ワークフローと呼ばれます。 厳密に言う と、 協調的ワークフローはそのワー
クフローがプラ イベート  プロセスを実行するよ うにカスタマイズされていな
い場合のみパブリ ッ ク  ワークフローとな り ます。 ただし、 複雑にならないよ
うに、 このマニュアルでは協調的ワークフローとパブリ ッ ク  ワークフローは
互いに交換可能な用語である と見なします。 Studio のユーザ インタフェース
では、 B2B Integration プラグインについて言及するテキス トではパブリ ッ ク  
ワークフローとい う用語のみを使用します。 たとえば、 協調的ワークフロー
を開始するよ うに親ワークフローで定義したアクシ ョ ンのこ とは Start Public 
Workflow と呼びます。
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主要な概念
パブ リ ッ ク とプライベートのビジネス  プロセスの詳細については、 『B2B 
Integration 入門』 の 「概要」 を参照して ください。

� ワークフロー テンプレー トは、 WebLogic Integration Studio のフォルダ （コ
ンテナ） です。 このワークフロー テンプレー トはワークフローを表し、 意味
のある名前 （Order Processing や Billing など） を持ちます。 ワークフロー テ
ンプレートは、 その実装のさまざまな定義 （バージ ョ ン） を  1 つにま とめま
す。 それらの定義はワークフロー テンプレー ト定義と呼ばれます。 さ らに、
ワークフロー テンプレー トではどのオーガニゼーシ ョ ンがそのワークフロー 
テンプレー ト定義を使用できるのかも管理します。

� ワークフロー テンプレー ト定義とは、 ワークフローの定義 （バージ ョ ン） の

こ とです。 それらの定義は、 有効および期限切れになる日付によって区別さ

れます。 設計段階では、 Studio を使用して、 ワークフロー テンプレー ト定義
を会話のロール （バイヤやセラーなど） にバインドするプロパティ を定義で

きます。 実行時には、 プロセス  エンジンがワークフロー テンプレー ト定義の
インスタンス （セッシ ョ ン） を開始し、 最も有効な （または現在のアクテ ィ

ブな） 定義を選択します。

これらのコンセプ トに関する詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Integration Studio の概要」 を参照して ください。

会話とビジネス メ ッセージ

この節では、 B2B Integration に関する以下の主要な概念を説明します。

� 会話とは、 会話定義で定義されている ト レーディング  パートナ間の一連のビ
ジネス  メ ッセージ交換のこ とです。 ト レーディ ング パートナがビジネス  
メ ッセージを受信する と、 不定数のバッ クエンド  プロセスが発生します。

� ビジネス  メ ッセージは、 ト レーディング パートナ間の通信の基本単位です。 
ビジネス  メ ッセージは、 1 つまたは複数のビジネス  ドキュ メ ン ト と添付ファ
イル （オプシ ョ ン） で構成されます。 

ビジネス  ドキュ メ ン トは、 ビジネス  メ ッセージ中の XML ベースのペイ
ロード部分です。 XML ビジネス  ドキュ メン ト は、 通常は対応する ドキュ メ
ン ト定義と関連付けられます。 
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1 ワークフローの作成について
ビジネス メ ッセージには、 1 つまたは複数の添付ファ イルを付ける こ とがで
きます。 添付ファ イルは XML フォーマッ トでな く てもかまいません。 た と
えば、 添付フ ァ イルはバイナリ  フォーマッ ト で作成できます。

送信ビジネス メ ッセージを作成するため、 または受信ビジネス  メ ッセージ
を処理するために、 ワークフローでは Compose Business Message、 Extract 
Business Message Parts、 または Manipulate Business Message といったアク
シ ョ ンを適切に使用します。

以上の概念の詳細については、 『B2B Integration 入門』 を参照して ください。

開始者と参加者

会話には、 会話を開始する開始者と、 開始された会話に参加する参加者が関与し

ます。 それぞれには、 異なる種類の協調的ワークフローが必要です。

会話のコンテキス ト において、 これらの 2 種類のワークフローは連動します。 た
とえば、 バイヤが多数のサプライヤから入札を受け付けたいと考えている と しま

す。 その会話は、 次の図のよ うに進行する と考えられます。

表 1-2  ワークフローの種類

ワークフローの種類 説明

会話開始者ワークフ

ロー

会話プロパテ ィおよび非ビジネス  メ ッセージ開始プロ
パテ ィを持つよ うに定義される。 このタ イプのワーク
フローによって会話が開始および終了される。

会話参加者ワークフ

ロー

会話プロパテ ィおよびビジネス  メ ッセージ開始プロパ
テ ィを持つよ うに定義される。 このタ イプのワークフ
ローは会話に参加し、 会話から抜ける こ とができ るが、

会話を開始または終了するこ とはできない。
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主要な概念
図 1-1   ワークフローが 2 つのビジネス コラボレーション例

1. Studio で、 バイヤ （会話を開始する ト レーディ ング  パートナ） が協調的ワー
クフローのインスタンス （ビジネス  コラボレーシ ョ ン開始者ワークフロー）
を開始します。 このワークフローは、 PriceAndAvailabilityQuote ビジネ
ス  メ ッセージ （XML ドキュ メ ン ト形式の入札要求が含まれる） を作成して、
B2B エンジン経由で 1 つまたは複数の有資格セラー （ビジネス  プロ ト コルに
よって異なる） に送信し、 応答を待ちます。

注意 : ワークフローは、 さ まざまな方法で開始できます。 たとえば、 プログ
ラム的に開始するこ とや、 別個のローカルのワークフローから開始す

るこ と も可能です。

2. 各有資格サプライヤ （参加 ト レーディング  パートナ） がビジネス  メ ッセー
ジを受信します。 そのビジネス  メ ッセージによってサプラ イヤのノードで
ワークフロー （会話参加者ワークフロー） のインスタンスが開始されます。
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1 ワークフローの作成について
サプライヤ ロールを実装する協調的ワークフローが、 受信した入札要求を処
理し、 入札に参加するかど うかを判断します。 参加する場合は、

PriceAndAvailabilityResponse ビジネス メ ッセージ （XML ドキュ メ ン ト
形式の入札応答が含まれる） を作成して送信し、 ワークフローを終了しま

す。 このワークフロー インスタンスにはビジネス  メ ッセージ開始プロパテ ィ
があ り ます。 従って、 このワークフローはバイヤの 
PriceAndAvailabilityQuote ビジネス メ ッセージがサプライヤのノードで
受信された時に開始されます。

注意 : サプライヤ ロールを実装する協調的ワークフローは、 会話プロパ
ティ と ビジネス  メ ッセージ開始プロパティで定義されます。

3. バイヤ側で、 ワークフローがすべての有資格サプライヤからの入札応答を受
信し、 入札の結果を処理して、 会話を終了します。

ビジネス メ ッセージの送受信

ト レーディ ング パートナ間でビジネス  メ ッセージを交換する と きには、 通常は
開始者と参加者の両方のワークフローがビジネス  メ ッセージを送受信します。

ワークフローのどの部分でビジネス  メ ッセージが送信され、 どの部分でビジネ
ス  メ ッセージが受信されるのかを覚えておく こ とが重要です。 たとえば、 バイヤ
からセラーに入札要求 （ビジネス メ ッセージ） が送信される場合があ り ます。 そ
の場合は、 バイヤ ワークフローがビジネス  メ ッセージを送信し、 セラー ワーク
フローがそのメ ッセージを受信します。 セラーが入札 （別のビジネス  メ ッセー
ジ） で要求に応答する と きには、 それらのロールが逆転します。 つま り、 セラー 
ワークフローが送信側になり、 バイヤ ワークフローが受信側にな り ます。

設計タスクは、 ワークフローでビジネス  メ ッセージが送信されるのかそれと も
受信されるのかによって異な り ます。 ただし、 両方の場合において、 ワークフ
ロー テンプレー ト定義で特定のプロパティ を定義する必要があ り ます。 B2B 
Integration プラグインでは、 ビジネス  メ ッセージを扱 う ための以下の 2 つの手段
が提供されます。

� ユーザ記述アプリ ケーシ ョ ン コードがなく ても操作可能なビジネス  メ ッ
セージを作成するか、 そのよ う な メ ッセージから情報を抽出できるワークフ
ロー アクシ ョ ン

� com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタフェースを実装してビジネ
ス  メ ッセージを作成するか、 ビジネス  メ ッセージから情報を抽出するアプ
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実行時の要件
リ ケーシ ョ ン  コードを起動するワークフロー アクシ ョ ン （複雑なメ ッセー
ジ処理が要求される状況で使用）

詳細については、 第 4 章 「ビジネス  メ ッセージの使い方」 を参照して ください。

実行時の要件

実行時にメ ッセージを交換するためには、 まず以下の要件を確実に満たしておか

なければな り ません。

� WebLogic Integration がインス トールおよびコンフ ィグレーシ ョ ンされてい
る （1-12 ページの 「管理タスク」 を参照）

� ワークフローが定義されて、 会話定義にリ ンク されている （1-13 ページの
「設計タスク」 を参照）

� メ ッセージを操作した り、 会話開始者ワークフローを開始した りするための

アプ リ ケーシ ョ ン コードが記述済みで、 テス ト も済んでいる （1-15 ページ
の 「プログラ ミ ング タスク」 を参照）

� すべての ト レーディ ング  パートナについて、 WebLogic Integration がコン
フ ィグレーシ ョ ンされて実行されている

� 各ト レーディ ング  パートナについて、 関連するすべてのワークフローがアク
ティブであ り、 WebLogic Integration リポジ ト リに格納されている

� 会話を開始する ト レーディ ング  パートナについては、 会話開始者ワーク
フローがアクティブであ り、 非ビジネス  メ ッセージ開始プロパテ ィで定
義されている必要があ り ます。 会話開始者ワークフローは、 そのワークフ
ローを開始するアプリ ケーシ ョ ンの起動を待ちます。

� すべての参加ト レーディ ング  パートナについて、 会話参加者ワークフ
ローがアクティブであ り、 ビジネス  メ ッセージ開始プロパテ ィで定義さ
れている必要があ り ます。 会話参加者ワークフローは、 会話の最初のビジ
ネス  メ ッセージの受信を待ちます。
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1 ワークフローの作成について
ワークフロー統合タスクの概略

協調的ワークフローを使用して WebLogic Integration でビジネス メ ッセージを交
換するには、 管理、 設計、 およびプログラ ミ ングのタスクを行う必要があ り ま

す。

管理タスク

協調的ワークフローを作成するには、 以下の管理タスクを行う必要があ り ます。

1. 『BEA WebLogic Platform インス トール ガイ ド 』 の説明に従って WebLogic 
Integration をインス トールします。

注意 : WebLogic Integration の Samples レルムは、 次の手順で説明されてい
る とおりに事前にコンフ ィ グレーシ ョ ンされています。 

2. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の説明に従って 
WebLogic Integration をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

注意 : WebLogic Integration のサンプルを実行する前に、 必ず WebLogic 
Integration をインス トールして ください。 サンプルを実行する こ とに
よって、 インス トールが成功しているかど うかを確認できます。 サン
プル アプリ ケーシ ョ ンの実行の詳細については、 『WebLogic 
Integration チュート リ アル』 および 『B2B サンプルの使い方』 を参照
して ください。

3. B2B Console を使用して、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト 、 配信チャネ
ル、 ト レーディ ング  パートナ、 ドキュ メ ン ト交換など、 WebLogic 
Integration リポジ ト リで必要なエンティテ ィを作成およびコンフ ィ グレー
シ ョ ンします。 詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して く
ださい。

注意 : すべての協調的ワークフロー テンプレート定義では、 会話定義が必
要です。

4. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「データの管理」 の説明

に従って、 Studio を使用して WebLogic Integration リ ポジ ト リでオーガニ
ゼーシ ョ ン、 ユーザ、 およびロールを指定します。
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設計タスク

協調的ワークフローを作成するには、 Studio で以下の設計タスクを行う必要があ
り ます。

1. 以下のいずれかの方法で、 会話定義の各ロールを実装する協調的ワークフ
ローを作成および設計します。

� ゼロからワークフローを作成できます。 詳細については、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプレートの
定義 」 を参照して ください。

� WebLogic Integration の前のバージ ョ ンで作成したワークフローをイン
ポートする こ と もできます。 詳細については、 『WebLogic Integration 移
行ガイ ド 』 を参照して ください。

2. 標準のワークフロー プロパティ を定義するだけでな く、 B2B Integration プラ
グインを使用してワークフローを会話にリ ンクするプロパティ を定義するこ

と も必要です。 この手順の以降のタスクはワークフローの会話への統合に関

する ものです。

3. 各ワークフロー テンプレートについて、 次のよ うに会話プロパテ ィ を指定し
ます。

� ワークフロー テンプレー ト を  WebLogic Integration リポジ ト リの会話定
義のロールに明示的にリ ンク します。 詳細については、 2-6 ページの 「テ
ンプレート と会話の リ ンク」 を参照して ください。 

� 必要に応じて、 他の会話プロパティ を指定します。 詳細については、 2-9 
ページの 「ワークフロー テンプレー トでの XOCP メ ッセージ配信のサー
ビス品質の定義 （非推奨）」 を参照して ください。

4. 各ワークフロー テンプレート定義について、 ワークフローのタイプに従って
開始アクシ ョ ンを定義します。

� 会話開始者ワークフローの場合は、 3-3 ページの 「会話開始者ワークフ
ローの開始」 の説明に従って非ビジネス  メ ッセージ開始プロパテ ィ を定
義します。

� 会話参加者ワークフローの場合は、 3-6 ページの 「会話参加者ワークフ
ローの開始ノードの定義」 の説明に従ってビジネス  メ ッセージ開始プロ
パテ ィを定義します。 
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5. 各ワークフロー テンプレー ト定義について、 ワークフローがどのよ うに終わ
るのかを定義します。 そのためには、 完了シェ イプを追加し、 そのプロパ
ティ を定義します。 6-1 ページの 「会話開始者ワークフローの終了の定義」 で
説明されているよ うに、 通常、 会話開始者ワークフローは完了ノードで会話

を終了します。

会話参加者ワークフローには、 カスタム完了ノードの定義はあ り ません。

6. ワークフロー、 またはそのワークフローと会話するアプ リ ケーシ ョ ンで使用
する入力変数または出力変数をワークフロー テンプレート定義で定義しま
す。 詳細については、 2-16 ページの 「ワークフロー変数の使用について」 を

参照して ください。

7. 各ワークフロー テンプレー ト定義について、 ビジネス  メ ッセージの処理方
法を定義します。

� すべての協調的ワークフローについて、 2-16 ページの 「ワークフロー変
数の使用について」 の説明に従ってビジネス  メ ッセージを格納するワー
クフロー変数を定義します。 

� すべての協調的ワークフローについて、 送信するビジネス  メ ッセージを
作成するか、 受信したビジネス  メ ッセージを処理するかたちでビジネス  
メ ッセージを操作するタスク  ノードを定義します。 詳細については、 第 
4 章 「ビジネス  メ ッセージの使い方」 を参照して ください。

� ビジネス メ ッセージを送信するワークフローでは、 5-1 ページの 「ビジ
ネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義」 の説明に従って Send 
Business Message アクシ ョ ンを定義します。

� 会話参加者ワークフローでは、 開始ノードをビジネス  メ ッセージの開始
と して定義します。 そ うする こ とで、 会話開始者ワークフローから最初

のビジネス  メ ッセージを受信した時点で協調的ワークフローが開始され
ます。 詳細については、 3-6 ページの 「会話参加者ワークフローの開始

ノードの定義」 を参照して ください。 さ らに、 受信ビジネス  メ ッセージ
を処理するための関連するビジネス  メ ッセージ操作アクシ ョ ンを追加し
ます。

� 会話開始者ワークフローまたは会話参加者ワークフローで受信される最

初のビジネス メ ッセージ以外のビジネス  メ ッセージについては、 5-29 
ページの 「Business Message Receive イベン トの定義」 の説明に従って受
信ビジネス  メ ッセージ会話イベン ト を定義します。 さ らに、 受信ビジネ
ス  メ ッセージを処理するための関連するビジネス  メ ッセージ操作アク
シ ョ ンを追加する必要があ り ます。
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8. 会話の終了方法を定義します。 終了の方法はプロ ト コルによって異な り ます。

� XOCP ベースの会話の会話開始者ワークフローでは、 通常は会話を終了
するカスタム完了ノードを定義します。 XOCP ベースの会話開始者ワーク
フローからコラボレーシ ョ ン終了イベン ト が仲介機能 （ルーティング プ
ロキシ） に送信される と、 仲介機能からすべての会話参加者に会話終了

イベン トが送信されます。

� RosettaNet ベースのワークフローでは、 会話を終了する独自の手段を定義
します。 詳細については、 『B2B Integration RosettaNet の実装』 を参照し
て ください。

� XOCP ベースの会話の会話参加者ワークフローでは、 必要に応じて会話
終了イベン ト を リ スンするイベン ト  ノードを定義できます。 そのよ う な
イベン ト  ノードを持つこ とで、 ワークフローでは制御を完了ノードに渡
す前にハウスキーピング処理を実行できます。 会話参加者ワークフローで
会話終了 リ スナ イベン ト  ノードを定義する方法については、 6-5 ページ
の 「会話参加者ワークフローの終了の定義」 を参照して ください。

注意 : ワークフローは、 B2B の機能と統合されていない場合でも  WebLogic 
Integration 環境で実行できます。 たとえば、 B2B 機能と統合するための
特別な処理をせずに Studio で作成したワークフローを実行できます。

プログラ ミング タスク

プログラ ミ ング タスクは、 ワークフローを利用する各アプリ ケーシ ョ ンの特定
のニーズによって異な り ます。 以下のタス クを行う必要があ り ます。

� 親ワークフローで定義された  Start Public Workflow アクシ ョ ンを通じてイン
スタンス化されるのではない会話開始者ワークフローでは、 ワークフローを

開始するアプリ ケーシ ョ ンを記述します。 このアプ リ ケーシ ョ ンでは、
com.bea.b2b.wlpi.WorkflowInstance ク ラスを使用して、 ワークフローが
バインド されている会話に関する以下のよ う な情報を渡します。

� 会話定義の名前とバージ ョ ン

� 開始者の会話ロール

� 会話に参加する  1 つまたは複数のパーティのアイデンティテ ィ

この情報を利用するこ とで、 ワークフローは会話で必要と されるユニークな

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト とバインドできます。 アプリ ケーシ ョ ンで
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は他のタスク （ワークフロー変数への値の割 り当てなど） も実行できます

が、 最低限、 ワークフローがバインド される会話の情報を渡さなければな り
ません。 詳細については、 3-21 ページの 「会話開始者ワークフローを開始す

るアプリ ケーシ ョ ンの開発」 を参照して ください。

注意 : ワークフローをサブワークフローと して開始する方法については、
3-10 ページの 「Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義」 を参照して
ください。

� 複雑なメ ッセージ処理を必要とする会話開始者ワークフローと会話参加者

ワークフローの両方について、 com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator イ
ンタフェースを実装するアプ リ ケーシ ョ ン コードを記述します。 このク ラス
を使用して、 ワークフローから起動されたアプリ ケーシ ョ ンではワークフ

ローが送受信するビジネス  メ ッセージで複雑な操作、 抽出、 受信、 および送
信プロセスを実行できます。 詳細については、 4-16 ページの 「複雑なメ ッ

セージ操作 （非推奨）」 を参照して ください。 
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プロパティの定義

以下の節では、 会話定義のロールを実装するワークフローのテンプレー トおよび

テンプレー ト定義の定義方法を説明します。

� WebLogic Integration がサポート しているビジネス  プロ ト コル

� B2B Integration プラグインを使用したテンプレー トの定義について

� テンプレー ト とテンプレー ト定義について

� ワークフロー テンプレー トの作成

� テンプレー ト と会話のリ ンク

� テンプレー ト と コラボレーシ ョ ン  プロ ト コルの リ ンク

� メ ッセージのロギング

� ワークフロー変数の使用について

WebLogic Integration がサポート している
ビジネス プロト コル

WebLogic Integration がサポート しているビジネス  プロ ト コルに関して以下の注
意事項があ り ます。

� RosettaNet プロ ト コルに基づく会話と ワークフローを実装する場合、 手順に
ついては 『B2B Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。 これら
の手順は RosettaNet 1.1 および 2.0 プロ ト コルに基づいています。

� ebXML ビジネス  プロ ト コルはこのドキュ メ ン ト で説明しているものよ り シ
ンプルな会話モデルを採用しています。 このため、 使用するのが ebXML ビ
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ジネス  プロ ト コルのみであれば、 このドキュ メ ン トではな く  ebXML ドキュ
メ ン ト を直接参照される こ と をお勧めします。 詳細については、 『B2B 
Integration ebXML の実装』 の 「ワークフローで ebXML を使用する」 を参照
して ください。

� このドキュ メ ン ト で説明する  B2B 機能でサポート している  XOCP ビジネス  
プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り廃止されています。  
XOCP の代替となるビジネス  プロ ト コルに関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。 

B2B Integration プラグインを使用したテン
プレートの定義について

Application Integration で会話ロールのワークフローを作成するには、 B2B 
Integration プラグインを使用します。 ワークフローの作成では、 まず初めに、
ワークフロー テンプレート とテンプレート定義を定義します。 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー テンプレー トの定義」
で説明されているテンプレー ト とテンプレー ト定義の標準プロパティの他に、 テ

ンプレー ト定義に基づく ワークフローを会話で使用できるよ うにする追加のプロ
パティ も定義する必要があ り ます。

たとえば、 ワークフロー テンプレー ト定義を、 WebLogic Integration リポジ ト リ
のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トにバインド される会話定義およびバージ ョ
ンの特定のロールにリ ンクする と します。 その場合は、 そのワークフローで実装
される会話ロールがバインド されるプロ ト コルなどの追加属性や、 そのプロ ト コ

ルで必要と される可能性のある追加のコンフ ィグレーシ ョ ン  データも定義する
必要があ り ます。

ワークフロー テンプレートの定義の概略については、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー テンプレー トの定義」 を参照して
ください。
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テンプレート とテンプレート定義について

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー テンプレー
トの定義」 では、 テンプレート とテンプレー ト定義について包括的に説明してい

ます。 特に、 テンプレート とテンプレート定義で供給する情報の種類の違いにつ

いて説明しています。

テンプレー ト定義で必須のデータで、 テンプレー トで定義するこ とのできないの

は、 期限の日付とそのテンプレー ト定義がアクティブかど うかだけです。 テンプ
レー トでは、 以下のよ う な会話プロパティ をすべて設定するこ と をお勧めしま

す。

� 会話の名前とバージ ョ ン

� 会話ロール

� 会話プロ ト コル

テンプレー ト定義を作成する と きには、 テンプレートで定義された会話プロパ
ティ を必要に応じて柔軟にオーバーライ ドできます。 しかし、 テンプレー ト定義
の代わりにテンプレー トでそれらのプロパティ を割り当てる第一の利点は、 特定

のテンプレートに含まれるすべてのテンプレー ト定義のプロパティ を指定できる

とい う こ とです。

注意 : WebLogic Integration の制限により、テンプレート定義をエクスポートす
るときにテンプレートのプロパティはエクスポートされません。 つまり、

テンプレート定義がテンプレートから継承したプロパティはエクスポー

トされません。 テンプレートあるいはテンプレート定義で定義するプロ

パティを決めるときには、エクスポートの要件を考慮する必要がありま

す。

テンプレー ト定義のプロパティはエクスポート可能ですが、 1 つのテン
プレート定義のみに限定されます。

以降の節では、 テンプレー トで会話プロパティ を定義する方法を説明しますが、

それらすべてのプロパティは代わりにテンプレー ト定義で定義するこ と も可能で

す。 
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ワークフロー テンプレートの作成

B2B Integration プラグインを使用して Studio でワークフロー テンプレー ト を作
成するには、 次の手順を行います。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� 新しいテンプレー ト を作成するには、 フォルダ ツ リーで新しいテンプ
レー トが格納されるテンプレー ト を右ク リ ッ ク して、 ポップアップ  メ
ニューから  [ テンプレートの作成 ] を選択します。

� 既存のテンプレー ト を開くには、 フォルダ ツ リーでテンプレー ト を右ク
リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [開く ] を選択します。

2. テンプレート名を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [プロパティ ] 
を選択して [ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス （下の図） を
表示します。
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図 2-1   [ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従って [一般 ] ページのフ ィールドを設定します。

4. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。
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テンプレート と会話のリンク  

協調的ワークフローを使用して Application Integration でビジネス メ ッセージを
交換する前に、 まずワークフロー テンプレート を リ ポジ ト リの特定の会話定義
（会話名、 バージ ョ ン、 ロール、 およびプロ ト コル） に リ ンクする必要があ り ま

す。 

ワークフロー テンプレート を会話定義にリ ンクするには、 次の手順を行います。

1. 2-4 ページの 「ワークフロー テンプレー トの作成」 の説明に従って [ テンプ
レー トのプロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

2. [ テンプレー トのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [B2B Integration] タブ
（次の図） を選択します。
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テンプレー ト と会話のリンク
図 2-2   [B2B Integration] ページ

3. [会話 ] ページの以下のフ ィールドを設定します。

表 2-1  [会話 ] ページのフ ィールド

フ ィールド 説明

[会話名 ] このワークフロー テンプレート定義と リ ンクする
リポジ ト リ内の会話定義の名前

[会話バージ ョ ン ] このワークフロー テンプレート定義と リ ンクする
リポジ ト リ内の会話定義のバージ ョ ン番号
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4. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

[会話ロール ] このワークフロー テンプレート定義と リ ンクする
会話定義のロール。 ト レーディング パートナがこの
会話でメ ッセージを受信するためには、 実行時に

会話のこのロールで登録する必要がある。

[ ビジネス  プロ ト コル ] このワークフロー テンプレート定義と リ ンク され
た会話定義のビジネス  プロ ト コル 

利用可能なビジネス  プロ ト コルは以下のとおり。

� XOCP -1.1

� RosettaNet -2.0

� RosettaNet -1.1

XOCP を選択した場合は、 追加のタブが利用可能
になる。 そのタブでは、 XOCP プロ ト コルで交換
されるビジネス  メ ッセージのサービス品質 （QoS）
設定を選択できる。

RosettaNet プロ ト コルを選択する場合、 RosettaNet 
ベースの会話で使用するワークフローの会話プロ

パテ ィを定義する方法については、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 を参照。

[会話開始者 ] ワークフローから会話が開始される場合はこのオ

プシ ョ ンを選択する。

表 2-1  [会話 ] ページのフ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明
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テンプレート と コ ラボレーシ ョ ン  プロ ト コルのリンク
テンプレート とコラボレーショ ン プロ ト コ
ルのリンク

通常、 テンプレー ト を特定のプロ ト コルに リ ンクする と、 Studio 全体で B2B 
Integration プラグインのダイアログ ボッ クスやタブの内容が変わり ます。 このマ
ニュアルで、 B2B Integration プラグインのさまざまなコンポーネン ト を使用して
さまざまなタスク （ワークフロー開始プロパテ ィの定義、 ビジネス  メ ッセージ
の送受信や、 会話の終了など） を実行する方法を説明していくにしたがって、
ワークフロー テンプレー トで選択したプロ ト コルによって各プラグイン  コン
ポーネン ト の表示がどのよ うに変わるのかを確認できます。 

たとえば表 2-1 では、 ワークフロー テンプレートのコンフ ィグレーシ ョ ンで 
XOCP プロ ト コルを選択した場合に、 そのテンプレー トに基づく ワークフローで
交換されるビジネス  メ ッセージのサービス品質 （QoS） 設定を指定できるタブ
が追加表示されるこ とが説明されています。

テンプレー ト とプロ ト コルの リ ンクに応じて、 次のこ とを行います。

� ワークフロー テンプレー ト を  RosettaNet プロ ト コルに リ ンクする場合は、 [
テンプレー トのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク します。 
テンプレー トの定義タスクはこれで完了です。 

� テンプレー ト を  XOCP プロ ト コルに リ ンクする場合は、 必要に応じて、 次節
の説明に従って [QoS] タブで QoS 設定を指定できます。

ワークフロー テンプレートでの XOCP メ ッセージ
配信のサービス品質の定義 （非推奨）

サービス品質 （QoS） は、 ビジネス  メ ッセージの信頼性を高めるために定義す
る属性のセッ ト です。 QoS 属性は、 XOCP プロ ト コルで送信するビジネス  メ ッ
セージでのみ設定できます。 

QoS は、 Studio を使用して以下の要素で設定できます。
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2 ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィの定義
� ワークフロー テンプレート 。 アクシ ョ ンの定義によってオーバーラ イ ド され
ない限り、 設定はすべての Send Business Message アクシ ョ ンに適用されま
す。 

� ワークフロー テンプレート定義。 同じ よ うに、 アクシ ョ ンの定義でオーバー
ライ ド されない限り、 設定はすべての Send Business Message アクシ ョ ンに
適用されます。

� Send Business Message アクシ ョ ン。 設定は特定のアクシ ョ ンのみに適用され
ますが、 テンプレー ト またはテンプレー ト定義で指定された設定をオーバー

ライ ド します。 詳細については、 5-12 ページの 「Send Business Message アク
シ ョ ンでのメ ッセージ配信のサービス品質の定義 （非推奨）」 を参照して くだ
さい。 

ワークフロー テンプレートでサービス品質を指定するには、 次の手順を行いま
す。

1. 次の図で示されている  [QoS] タブを選択します。
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テンプレート と コ ラボレーシ ョ ン  プロ ト コルのリンク
図 2-3   [QoS] プロパティのページ

2. [QoS] ページの以下のフ ィールドを設定します。
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2 ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィの定義
表 2-2  [Qos] プロパティ

フ ィールド 説明

[ 配信確認 ] メ ッセージ配信確認のレベル （[XOCP ハブまで ] （デ
フォル ト ）、 [XOCP ハブ ルータまで ]、 または [ すべて

の送り先 ]）。 どれを選択するかによって、 [ メ ッセージ  
トークンの割り当て ] ダイアログ ボッ クスで選択でき

るオプシ ョ ンが決まる （5-7 ページの 「メ ッセージ 
トークン情報のワークフロー変数への割り当て」 を参

照）。

以下のいずれかの値を選択できる。

� [XOCP ハブまで ] ― メ ッセージが仲介機能に達し

たと きに配信確認を必要とする （デフォル ト ）。 こ
のオプシ ョ ンを選択する と、 最高の実行時パ

フォーマンスを維持して基本的な配信確認が提供

される。

� [XOCP ハブ ルータまで ] ― メ ッセージが仲介機能

のルータに達したと きに配信確認を必要とする。 こ
のオプシ ョ ンでは、 メ ッセージを受信するために

ルータによって選択された ト レーディング パート

ナの リ ス トが提供される。

� [ すべての送り先 ] ― すべての送り先から配信確認

を必要とする。 このオプシ ョ ンを選択する と、 最高

レベルの配信確認が提供される。 実行時のパフォー

マンスが低下する恐れがある。

[ 持続性 ] [ メ ッセージの永続性 ] ボッ クスを選択する と、 メ ッ

セージが永続的に保存される。 このオプシ ョ ンを選択

する と、 システムの障害から回復する可能性が高まる

が、 処理が増えて実行時のパフォーマンスが低下する

場合がある。

[ メ ッセージの永続性 ] が選択されていない場合、 メ ッ

セージは永続的には保存されない。 このオプシ ョ ンで

は、 実行時のパフォーマンスが向上するが、 システム

の障害から回復する可能性が低下する。
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メ ッセージのロギング
3. [OK] をク リ ッ ク して設定を保存します。

メ ッセージのロギング

B2B Integration プラグインは、 協調的ワークフロー実行時の特定の時点でメ ッ
セージ （デバッグ  メ ッセージ、 実行時情報、 アプ リ ケーシ ョ ン メ ッセージなど）
を  B2B ログに送信する手段を提供します。 この機能は、 ワークフローの任意の
ノードに追加できる  Log アクシ ョ ンを通じて提供されます。 このアクシ ョ ンは、
ワークフローの設計過程で便利なデバッグ  ツールと して使用できます。

Log アクシ ョ ンをワークフローの ノードに追加するには、 次の手順を行います。

[ 再試行回数 ] メ ッセージ送信の最大の再試行回数 （デフォル トは 
0）。 WebLogic Integration プロセス  エンジンでは、送信

が成功するか、 最大再試行回数に達するまでメ ッセー

ジの送信が繰り返し試行される。 最大の再試行回数を

超える と例外が送出される。

[ 相関 ID] メ ッセージをアプ リケーシ ョ ンの他のビジネス  メ ッ

セージと関連付けるために使用する メ ッセージ識別文

字列 （デフォルトは none）。 たとえば、 ト レーディング 
パートナでは応答が元の要求と一致するよ うに要求で

相関 ID を指定する場合がある。 B2B メ ッセージング 
サービスでは、 メ ッセージにこのプロパテ ィが含まれ

る。

[ 送信タイムアウ ト ] メ ッセージを送信する際のタイムアウ ト値 （日、 時、

分、 秒単位）。 デフォル トは 0 で、 その場合はタイムア

ウ トは適用されない。 WebLogic Integration プロセス  エ
ンジンは、 配信確認が届くか、 タ イムアウ トに達する

まで待機する。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）

表 2-2  [Qos] プロパティ  (続き )

フ ィールド 説明
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2 ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィの定義
1. Log アクシ ョ ンを追加するワークフローを開きます。 ワークフローはアク
ティブであ り、 有効でなければな り ません。

2. アクシ ョ ンを指定できるダイアログ ボッ クスで、 [追加 ] をク リ ッ ク して [
アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 2-4   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

3. [統合アクシ ョ ン ] フォルダをク リ ッ ク して展開します。
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メ ッセージのロギング
図 2-5   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックスとワークフロー アクション

4. [B2B Integration] フォルダをク リ ッ ク して展開します。

5. [ ログ ] を選択します。 [ ログ ] アクシ ョ ン ダイアログ  ボッ クスが表示されま
す。
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2 ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィの定義
図 2-6   [ ログ ] アクション ダイアログ ボックス

6. B2B ログに送信する メ ッセージを入力するか、 Expression Builder を使用し
てログに送信する メ ッセージを作成します。 Expression Builder の使い方につ
いては、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー
式の使用法」 を参照して ください。

ワークフロー変数の使用について

通常、 ワークフロー変数は実行時にワークフローで必要と されるアプ リ ケーシ ョ

ン固有の情報を格納するために使用します。 変数は主に、 ワークフロー インスタ
ンスの論理パスを制御するために作成して値を割り当てます。 同じワークフロー 
テンプレート定義を複数回インスタンス化し、 分岐ノードが含まれている場合は
異なる方法で進行できます。 
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ワークフロー変数の使用について
協調的ワークフロー以外のワークフローに適用される変数処理のガイ ド ライン

は、 協調的ワークフローにも当てはま り ます （詳細は 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照）。 ワークフローを作成する と きには、 以下の
ガイ ド ラ インに注意して ください。

� 実行時に変数を必要とするワークフローは、 Studio でワークフロー変数と し
て定義する必要があ り ます。 ワークフローの実行時に、 ワークフロー変数に
は以下の方法でアクセスできます。

� ワークフロー インスタンスで （た とえば、 分岐ノードで）

� ワークフローを開始する、 またはワークフローで送受信されるビジネス  
メ ッセージを操作するエンタープラ イズ JavaBean （EJB） または Java ク
ラスで

� 構造化プログラ ミ ング言語の場合と同じ よ うに、 変数はワークフローの作成

前に定義するよ うにします。 Studio を使用する場合、 ワークフロー作成前に
変数を定義する こ とには、 以下の 2 つのはっき り と した利点があ り ます。

� 作成前にワークフローをよ り綿密に設計するよ うにな り、 設計サイ クル

がよ り効率的かつ計画的になり ます。

� Studio のさまざまなダイアログ  ボッ クスやタブで変数を識別する と きに、
変数が選択ボッ クスに表示されます。 変数の選択に便利なだけではな く、
変数の型と名前をワークフローの特定のノードに関連付ける と きにエ

ラーのリ スクが減少します。

� プログラム的にワークフローを開始する  Java アプリ ケーシ ョ ンでは、 ワーク
フローの開始時に取得したワークフロー インスタンス  オブジェ ク ト を参照
する こ とでワークフローに固有のワークフロー変数にいつでもアクセスでき

ます。

注意 : プログラム的にワークフローを開始するアプリ ケーシ ョ ンでは、
Message Manipulator API （パッケージ com.bea.b2b.wlpi） を使用する
必要があ り ます。 詳細については、 3-21 ページの 「会話開始者ワークフ
ローを開始するアプリ ケーシ ョ ンの開発」 を参照して ください。
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2 ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィの定義
ワークフロー変数と  Java データ型の関連付け

ビジネス オペレーシ ョ ンの中でワークフロー変数にアクセスする必要がある場
合は、 ワークフロー変数の型が Java データ型と どのよ うに対応しているのかを
知る必要があ り ます。 次の表は、 それらの型がどのよ う に関連しているのかを示
しています。

ワークフロー変数を定義する際のルール

協調的ワークフローのワークフロー変数を定義する際のルールは、 非協調的な

ワークフローの場合と同じです。

� ワークフロー変数には、 以下の状況でプログラム的にアクセスできます。

� インスタンスが作成された後で、 それが開始される前 （4-26 ページの
「ステップ 5 : ワークフロー インスタンスから入力変数を取得する」 を参
照）

� Manipulate Business Message アクシ ョ ンの実行時 （4-16 ページの
「Manipulate Business Message アクシ ョ ンの定義」 を参照） 

� インスタンスの完了後は出力変数にアクセス可能

表 2-3  ワークフロー変数と  Java データ型

ワークフロー変数の型 Java データ型

ï¹éöóÒ java.lang.String

Integer java.lang.Long

Double java.lang.Double

ìŽït java.util.Date

Boolean java.lang.Boolean

Complex Object java.lang.Object

（Serializable を実装する必要がある）

XML org.w3c.dom.Node
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ワークフロー変数の使用について
� アプ リ ケーシ ョ ンでワークフロー インスタンスの入力変数を設定できるよ う
にするには、 まず Studio でそのワークフローの変数を定義する必要があ り ま
す。 このアプ リ ケーシ ョ ンでは、 Message Manipulator API （パッケージ 
com.bea.b2b.wlpi） を使用してワークフローに渡されるそれらの変数を設

定する必要があ り ます。 

� アプ リ ケーシ ョ ンによってワークフローが開始されている場合は、 アプ リ

ケーシ ョ ンでワークフロー インスタンスを使用して変数を設定または取得で
きます。

� 出力変数 （ワークフローから渡される変数） を定義する場合は、 ワークフ

ローが終了した後にその値にアクセスできます。

� ビジネス  メ ッセージにアクセスするアクシ ョ ンでは、 Java オブジェ ク ト変数
を使用してビジネス  メ ッセージを操作、 送信、 または受信します。 ただし、
それらのアクシ ョ ンを通じて変数に格納されたオブジェク トはビジネス  メ ッ
セージをカプセル化する内部ク ラスに属します。 したがって、 それらの変数
にはメ ッセージ マニピュレータを使用してアクセスする必要があ り ます。 変
数に直接アクセスした場合、 動作は保証されません。 詳細については、 4-2 
ページの 「ビジネス  メ ッセージのワークフロー変数の定義」 を参照して くだ
さい。

� Compose Business Message アクシ ョ ンおよび Extract Business Message Parts 
アクシ ョ ンで変数を設定する場合は、 変数が以下の適切な型であるこ とを確

認して ください。

� XML ドキュ メン ト を保持するビジネス  メ ッセージの部分は、 XML 型の
ワークフロー変数で格納または取得できます。

� ビジネス  メ ッセージのどの部分でもファ イルに格納またはフ ァ イルから
取得できます。 そのファ イル名は、 String 型のワークフロー変数に格納
されます。

ビジネス  メ ッセージのバイナリ添付ファ イルを指定する変数には、 ソース  
ファ イルまたは送 り先ファ イルを適切に格納する必要があ り ます。

変数の定義

Studio におけるワークフロー変数の定義に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー式の使い方」 を参照して
ください。 
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2 ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィの定義
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3 協調的ワークフローの開始

以下の節では、 協調的ワークフローの開始アクシ ョ ンを定義する方法について説

明します。

� 協調的ワークフローの開始について

� 会話開始者ワークフローの開始

� 会話参加者ワークフローの開始ノードの定義

� Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義

� 会話開始者ワークフローを開始するアプリ ケーシ ョ ンの開発

注意 : このドキュ メ ン ト で説明する  B2B 機能でサポート している  XOCP ビジネ
ス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り廃止されてい
ます。  XOCP の代替となるビジネス  プロ ト コルに関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

協調的ワークフローの開始について

注意 : RosettaNet プロトコルに基づく会話とワークフローを実装する場合、

手順については『B2B Integration RosettaNet の実装』を参照してくださ
い。  これらの手順は RosettaNet 1.1 および 2.0 プロトコルに基

づいています。

ebXML ビジネス  プロ ト コルは、 このドキュ メ ン トで説明しているもの
よ り シンプルな会話モデルを採用しています。 このため、 使用するのが 
ebXML ビジネス  プロ ト コルのみであれば、 このドキュ メ ン トではな く  
ebXML ドキュ メ ン ト を直接参照される こ と をお勧めします。 ebXML ビ
ジネス  プロ ト コルのワークフロー作成に関する情報については、 『B2B 
Integration ebXML の実装』 の 「ワークフローで ebXML を使用する」 を
参照して ください。
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3 協調的ワークフローの開始
協調的ワークフローの開始作業は、 以下の 2 つのタスクで構成されます。

� 協調的ワークフロー開始プロパテ ィの定義

� 実行時の協調的ワークフローの開始

以降の 2 節では、 各タスクの設計およびプログラ ミ ングの関係について説明しま
す。

協調的ワークフロー開始プロパティの定義

協調的ワークフローは、 以下の 3 つの方法で開始できます。

� ワークフローを開始する  Java アプリ ケーシ ョ ンでプログラム的に

� 親ワークフローのノードで定義された Start Public Workflow アクシ ョ ンを通
じてサブワークフローと して

� ビジネス メ ッセージで開始する状態で、 ビジネス メ ッセージを受信した と
きに

ワークフローの開始プロパティは、 設計するワークフローのタイプ （会話開始者

か会話参加者か） に基づき、 以下のルールに従って定義します。

� プログラム的に開始される会話開始者ワークフローの場合は、 開始ノードの

プロパティで [手動 ] を指定します。

� Start Public Workflow アクシ ョ ンを通じて開始される会話開始者ワークフ
ローの場合は、 開始ノードで開始状態を  [呼び出し ] に指定します。

� 会話参加者ワークフローの場合は、 開始ノードでビジネス  メ ッセージで開始
するよ うに定義します。

注意 : ワークフローをインスタンス化するには、 ワークフロー テンプレート定
義がアクティブかつ有効である必要があ り ます。

実行時の協調的ワークフローの開始

実行時に協調的ワークフローを開始する方法は、 ワークフローが会話開始者また
は会話参加者のどちらなのかによって異な り ます。
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会話開始者ワークフローの開始
� 会話開始者ワークフローは、 以下の 2 つの方法のいずれかで開始できます。

� 親ワークフローまたは他のローカル ワークフローが、 親ワークフローの
ノードで定義されている  Start Public Workflow アクシ ョ ンを使用して会
話開始者ワークフローを開始できます。 Start Public Workflow アクシ ョ ン
の定義されている ノードが実行されたと きに、 会話開始者ワークフロー

が開始されます。

� ユーザ記述アプ リ ケーシ ョ ンが実行時に会話開始者ワークフローを開始

できます。 WebLogic Integration では、 アプ リ ケーシ ョ ンでワークフロー
の開始や例外の処理に使用できる  Message Manipulator API （パッケージ 
com.bea.b2b.wlpi） が提供されます。

� 会話参加者ワークフローは、 そのワークフローを開始するよ うに定義された

ビジネス  メ ッセージが WebLogic Integration プロセス  エンジンで受信された
と きに開始されます。

会話開始者ワークフローの開始

会話開始者ワークフローは、 以下のいずれかの方法で開始します。

� Java アプリ ケーシ ョ ンを通じてプログラム的に

� 別のローカル ワークフローを通じて

プログラム的に開始される会話開始者ワークフローでは、 開始ノードのプロパ

ティで [手動 ] を定義する必要があ り ます。 プログラム的に会話開始者ワークフ
ローを開始する方法の詳細については、 3-21 ページの 「会話開始者ワークフ
ローを開始するアプリ ケーシ ョ ンの開発」 を参照して ください。

別のローカル ワークフローを通じて開始される会話開始者ワークフローでは、
開始ノードで開始プロパティ を  [呼び出し ] に定義する必要があ り ます。 ローカ
ル ワークフロー （サンプル アプリ ケーシ ョ ンで使用する設計パターンではプラ
イベート  ワークフローと呼ぶ） では、 会話開始者ワークフローをサブワークフ
ローと して開始できます。 サンプル アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、
『WebLogic Integration チュート リ アル』 および 『B2B Integration サンプルの使い
方』 を参照して ください。

会話開始者ワークフローの開始プロパティ を定義するには、 次の手順を行いま

す。
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3 協調的ワークフローの開始
1. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従って開始シェイプを表示または追加します。

2. 開始シェイプをダブルク リ ッ ク して [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スを表示します。
3-4 B2B Integration ワークフローの作成



会話開始者ワークフローの開始
図 3-1   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス : 手動開始

3. 必要に応じて、 [説明 ] フ ィールドのテキス ト をユニークで識別可能な名前に
変更します。

4. ワークフローがプログラム的に開始される場合は、 [手動 ] を選択します。 
ワークフローが別のワークフローを通じて開始される場合は、 [呼び出し ] を
選択します。

これらのオプシ ョ ンに関する詳細については、 『WebLogic Integration Studio 
ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー テンプレー トの定義」 を参照して く
ださい。

5. [OK] をク リ ッ ク します。
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3 協調的ワークフローの開始
会話参加者ワークフローの開始ノードの定

義

会話参加者ワークフローは、 ト レーディ ング  パートナから最初のビジネス  メ ッ
セージを受信した と きに開始されます。 そのよ う なワークフローでは、 ビジネス  
メ ッセージで開始するよ うに定義する必要があ り ます。

会話参加者ワークフローのビジネス  メ ッセージで開始するよ うに定義するには、
次の手順を行います。

1. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従って開始シェイプを表示または追加します。

2. 開始シェイプをダブルク リ ッ ク して [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スを表示します。

3. [開始のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスで [ イベン ト ] を選択し、 右側に表
示される ド ロ ップダウン リ ス ト で [Business Message] を選択します。

図 3-2   ビジネス メ ッセージで開始するように選択

[開始のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスが、 次の図のよ うにフ ィールドを
追加して再表示されます。 これらのフ ィールドでは、 協調的ワークフローに
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会話参加者ワークフローの開始ノードの定義
固有の情報 （特にワークフローが基づく ビジネス  プロ ト コルに関連する情
報） を追加します。 次の図は、 XOCP プロ ト コルに基づく ワークフローの  [
開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを示しています。

図 3-3   会話参加者ワークフローの開始プロパティ

4. [説明 ] フ ィールドのテキス ト をユニークで識別可能な名前に変更します。

5. ワークフローが基づく ビジネス  プロ ト コルで必要な情報を入力します。 詳細
については、 以下の節を参照して ください。

� XOCP 1.1 ベースのワークフローの場合は、 3-8 ページの 「XOCP 1.1 プ
ロ ト コルに基づく会話参加者ワークフローの開始 （非推奨）」 を参照して

ください。
B2B Integration ワークフローの作成 3-7



3 協調的ワークフローの開始
� RosettaNet 2.0 ベースのワークフローの場合は、 3-9 ページの 「RosettaNet 
2.0 プロ ト コルに基づく会話参加者ワークフローの開始」 を参照して くだ
さい。

� RosettaNet 1.1 ベースのワークフローの場合は、 3-9 ページの 「RosettaNet 
1.1 プロ ト コルに基づく会話参加者ワークフローの開始」 を参照して くだ
さい。

6. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従って開始オーガニゼーシ ョ ンを指定します。

7. [OK] をク リ ッ ク します。

XOCP 1.1 プロト コルに基づく会話参加者ワークフ
ローの開始 （非推奨）

[開始のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスで、 XOCP 1.1 プロ ト コルに基づく
ワークフローの以下の情報を入力します。

図 3-4   XOCP 1.1 開始プロパティ

1. [対象変数 ] は、 内部型のインスタンスが格納される  object 型のワークフ
ロー変数です。 内部型のインスタンスには、 ビジネス  メ ッセージが格納され
ます。

2. [ルータ式 ] は、 ビジネス  メ ッセージの送信側で設定されたルータ式が格納
される  string 型のワークフロー変数です。
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会話参加者ワークフローの開始ノードの定義
3. [送信側の名前 ] は、 ビジネス  メ ッセージを送信した ト レーディング パート
ナの名前が格納される  string 型のワークフロー変数です。

送信側の名前を  XPath 式に変換する場合は、 [XPath 変換 ] ボタンを選択しま
す。

RosettaNet 2.0 プロト コルに基づく会話参加者
ワークフローの開始

[開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、RosettaNet 2.0 プロ ト コルに基づく
ワークフローの以下の情報を入力します。

図 3-5   RosettaNet 2.0 開始プロパティ

1. [内容変数 ] は、 ビジネス  メ ッセージの内容が格納される  XML 型のワークフ
ロー変数です。

2. [添付ファ イル記述子変数 ] は、 ビジネス  メ ッセージの添付ファ イルを記述
する  XML データが格納される  XML 型のワークフロー変数 （オプシ ョ ン） で

す。

RosettaNet 2.0 プロ ト コルに基づく ワークフローの開始プロパティ作成の詳細に
ついては、 『B2B Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。

RosettaNet 1.1 プロト コルに基づく会話参加者
ワークフローの開始

[開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、RosettaNet 1.1 プロ ト コルに基づく
ワークフローの以下の情報を入力します。
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3 協調的ワークフローの開始
図 3-6   RosettaNet 1.1 開始プロパティ

1. [内容変数 ] は、 ビジネス  メ ッセージの内容が格納される  XML 型のワークフ
ロー変数です。

2. [添付フ ァ イル記述子変数 ] は、 ビジネス  メ ッセージの添付フ ァ イルを記述
する  XML データが格納される  XML 型のワークフロー変数 （オプシ ョ ン） で

す。

RosettaNet 1.1 プロ ト コルに基づく ワークフローの開始プロパティ作成の詳細に
ついては、 『B2B Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。

Start Public Workflow アクシ ョンの定義

Start Public Workflow アクシ ョ ンを使用する と、 親ワークフローから協調的ワー
クフローを開始できます。 Start Public Workflow アクシ ョ ンを使用する と きには、
以下の事項を指定する必要があ り ます。

� 呼び出されるワークフロー インスタンス と関連付けられたコ ラボレーシ ョ ン  
アグ リーメ ン ト をユニークに識別するために必要な会話定義、 ロール、 およ

び最小限のパーテ ィ数の値

� 子ワークフローの入力変数の値

� 子ワークフローのインスタンス  ID が格納される変数の名前

� 親ワークフローに関連を持つ子の出力変数、 および子ワークフローの出力値

が格納される親ワークフローの変数

Start Public Workflow アクシ ョ ンを通じて協調的ワークフローを開始する場合、
その協調的ワークフローには親ワークフローと同期を取るための手段が必要で

す。
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Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義
以降の節では、 Start Public Workflow アクシ ョ ンを定義する方法、 および呼び出
される協調的ワークフローと親ワークフローを同期させる方法について説明しま

す。

Start Public Workflow アクションの定義

Start Public Workflow アクシ ョ ンはどのワークフロー ノード とでも関連付けるこ
とができますが、 通常はタスク  ノード と関連付けます。 Start Public Workflow ア
クシ ョ ンは明示的にワークフロー テンプレー ト定義に追加する必要があ り ます。

Start Public Workflow アクションの追加

Studio で親ワークフローの  Start Public Workflow アクシ ョ ンを定義するには、 次
の手順を行います。

1. Start Public Workflow アクシ ョ ンを追加するワークフローを開きます。 ワー
クフローはアクティブかつ有効でなければな り ません。

2. （通常はタス ク  ノードで） アクシ ョ ンを指定できるダイアログ ボッ クスで、 [
追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。
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3 協調的ワークフローの開始
図 3-7   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

3. [統合アクシ ョ ン ] フォルダをク リ ッ ク して展開します。
3-12 B2B Integration ワークフローの作成



Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義
図 3-8   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックスと統合アクション

4. [B2B Integration] フォルダをク リ ッ ク して展開します。

5. [Start Public Workflow] を選択します。

6. [OK] をク リ ッ ク して、 [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイアログ  ボッ ク
スを表示します。
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3 協調的ワークフローの開始
図 3-9   [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス
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Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義
7. [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスの [会話 ] ページの
以下のセクシ ョ ンを設定します。 このページで指定した値と変数は、 会話で
必要なワークフローが含まれるコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト をユニーク
に識別します。

表 3-1  [会話 ] ページのセクション

ダイアログ ボックス
のセクション

説明

[会話 ] 以下の情報を入力する。 

� WebLogic Integration リ ポジ ト リ の会話定義の名前

� 会話定義のバージ ョ ン

� 開始される協調的ワークフローで表される会話ロール
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3 協調的ワークフローの開始
[パーテ ィ ] ワークフローが適用される関連付けられている会話定義

のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トでコンフ ィグレー
シ ョ ンされたパーテ ィの ト レーディング パートナ名、
ロール、 および配信チャネル。 すべてのパーテ ィを指定す
る必要はないが、 ワークフローと関連付けられたコ ラボ

レーシ ョ ン  アグ リーメン ト をユニークに識別できなけれ
ばならない。 

ロールおよび配信チャネルで入力する情報は、 リポジ ト

リの対応する ト レーディング  パートナでコンフ ィグレー
シ ョ ンされた情報と正確に同じでなければならない。  ロー
ルと配信チャネルの指定はオプシ ョ ンであ り、 その情報

がコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト をユニークに識別す
るために必要かど うかによって異なる。

� ト レーディング パートナ名を指定するには、 [TP 名 ] 
カラムのセルをク リ ッ ク して ト レーディング  パートナ
の名前を入力する。

� ロールを指定するには、 [ ロール ] カラムのセルをク
リ ッ ク してロール名を入力する。  

� 配信チャネルを指定するには、 [配信チャネル ] カラム
のセルをク リ ッ ク して配信チャネル名を入力する。 

� パーテ ィの リ ス トに行を挿入するには、 挿入を行う行

を右ク リ ッ ク して [挿入 ] を選択する。 ク リ ッ ク した
行の上に空白の行が作成される。

� パーテ ィの リ ス トから行を削除するには、 削除する行

を右ク リ ッ ク して [削除 ] を選択する。

Expression Builder を使用する と、 [パブリ ッ ク  ワークフ
ローを開始 ] ダイアログ ボッ クスでパーテ ィの値を指定
できる。 詳細については、 3-20 ページの 「[パブ リ ッ ク  
ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスでの Expression 
Builder を使用した値の指定」 を参照して ください。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）

表 3-1  [会話 ] ページのセクション (定義 )

ダイアログ ボックス
のセクション

説明
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Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義
8. [ ワークフロー ] タブを選択します。 次のページが表示されます。

[ アクシ ョ ン ] ワークフロー アクシ ョ ンを追加できるタブ。 [ アクシ ョ ン
] タブでは、 通常は、 パブ リ ッ ク  ワークフローと親ワーク
フローの同期を取るために 「タス クに完了マークを付け

る」 プロパテ ィを追加する。 詳細については、 3-21 ページ
の 「子ワークフローと親ワークフローの同期」 を参照して
ください。

表 3-1  [会話 ] ページのセクション (定義 )

ダイアログ ボックス
のセクション

説明
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3 協調的ワークフローの開始
図 3-10   [パブリ ック  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックスの [ワークフ
ロー ] ページ
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Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義
9. [ ワークフロー ] タブの以下のフ ィールド とセクシ ョ ンを設定します。 子ワー
クフローのワークフロー インスタンス  ID が格納される変数と親ワークフ
ローと子ワークフローの間で渡される変数の両方を識別します。

10. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

表 3-2  [ワークフロー ] タブのフ ィールドとセクション

フ ィールドまたは

セクション

説明

[参照を媒介する変
数 ]

子ワークフローのインスタンス  ID が格納される  String 型
のワークフロー変数。 この変数は、 親ワークフローと子ワー
クフローの標準の通信メカニズムを実装する手段と して使

用する。

[パラ メータ ] 親ワークフローから子ワークフローに渡される変数の名前

（[名前 ] カラム） と値 （[式 ] カラム）。 こ こで指定する変数
名は、 子ワークフローに対する入力変数と しても指定する

必要がある。 2-16 ページの 「ワークフロー変数の使用につい
て」 で説明されているよ うに、 これらの変数はこのダイア

ログ ボッ クスで選択する前に親ワークフローと子ワークフ
ローの両方で定義する必要がある。 そ うする こ とで、 選択さ
れた変数が適切な名前と型を持つよ うになる。 

Studio の Expression Builder を使用する と、 各変数の値の式
を作成できる。 Expression Builder の使い方については、3-20 
ページの 「[パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイアログ 
ボッ クスでの Expression Builder を使用した値の指定」 を参
照。

[結果 ] 子ワークフローの実行が完了した後に、 子ワークフローか

ら親ワークフローに返される出力変数の名前と値。 入力変数
と同じよ うに、 それらの出力変数はこのダイアログ ボッ ク
スで選択する前に親ワークフローと子ワークフローの両方

で定義する必要がある。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）
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3 協調的ワークフローの開始
[パブリ ック  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ
クスでの Expression Builder を使用した値の指定

Studio の Expression Builder を使用して、[パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイ
アログ ボッ クスで以下の値を指定できます。

� ト レーディ ング パートナ名

� Roles ( ロール )

� 配信チャネル

� ワークフロー パラ メータ式

Expression Builder を表示するには、 上記のいずれかの値を指定するセルを右ク
リ ッ ク して [式 ] を選択します。 次の図のよ うに Expression Builder が表示されま
す。

図 3-11   Studio の Expression Builder

Expression Builder の使い方については、『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド 』 の 「ワークフロー式の使用法」 を参照して ください。
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子ワークフローと親ワークフローの同期

3-10 ページの 「Start Public Workflow アクシ ョ ンの定義」 で説明したよ うに、
Start Public Workflow アクシ ョ ンを通じて協調的ワークフローを開始するために
は、 その協調的ワークフローと親ワークフローの同期を取る手段が必要です。 同
期は、 以下のいずれかの方法で実現できます。

� ワークフローとの同期を実装するアプリ ケーシ ョ ンを使用します。

� Start Public Workflow アクシ ョ ンを定義する親ワークフローで、 （Task アク
シ ョ ンではなく ） Start Public Workflow アクシ ョ ンでタスクに完了のマーク
を付けます。 このよ うにする と、 呼び出されたパブ リ ッ ク  ワークフローで処
理が終了するまで親ワークフローで次のノードに実行が移行しません。

会話開始者ワークフローを開始するアプリ

ケーショ ンの開発

会話開始者ワークフローは、 Java アプリ ケーシ ョ ン （ワークフロー アプ リ ケー
シ ョ ン） を通じて実行時に開始できます。 以下の節では、 会話開始者ワークフ
ローをプログラム的に開始するワークフロー アプリ ケーシ ョ ンの作成方法を説
明します。

� Message Manipulator API

� 会話開始者ワークフローにアクセスするためのプログラ ミ ング手順

会話開始者ワークフローをプログラム的に開始するためには、 3-3 ページの 「会
話開始者ワークフローの開始」 で説明されているよ うにワークフロー テンプ
レー トの開始ノードで [手動 ] 開始プロパティが必要です。 

注意 : WebLogic Integration リ リース  2.0 以降では、 Worklist を通じて協調的
ワークフローを開始し よ う とする とエラーが発生します。
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3 協調的ワークフローの開始
Message Manipulator API

ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンでは、 com.bea.b2b.wlpi パッケージを使用し
てワークフローを開始できます。 このパッケージでは、 以下のインタフェース と
ク ラスが提供されます。

このパッケージの詳細については、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照
して ください。

会話開始者ワークフローにアクセスするためのプロ

グラ ミング手順

会話開始者ワークフローにアクセスするために、 ワークフロー アプリ ケーシ ョ
ンでは次の手順を行います。

� 手順 1 : 必要なパッケージをインポートする

� 手順 2 : 特定のワークフロー テンプレー トのワークフロー インスタンス  オ
ブジェ ク ト を作成する

� 手順 3 : 入力変数を初期化する

� 手順 4 : ワークフロー インスタンスの開始

� 手順 5 : ワークフロー インスタンスの完了を待つ

� 手順 6 : 出力変数の結果を処理する

表 3-3  com.bea.b2b.wlpi パッケージの構成要素

オブジェク ト 説明

MessageManipulator インタフェース ワークフロー タスク内の Manipulate Message アクシ ョ
ンで使用されるすべてのク ラ スで実装される。

WorkflowInstance ク ラス 実行中のワークフロー インスタンスを表す。

WLPIException ク ラ ス 処理エラーが発生した場合にワークフロー API のパブ
リ ッ ク  メ ソ ッ ドによって送出される。
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ワークフロー アプ リ ケーシ ョ ンでは、 3-26 ページの 「例外処理」 で説明されて

いるよ うに Message Manipulator API の各メ ソ ッ ド呼び出しで送出される例外も
処理する必要があ り ます。

注意 : ワークフローを開始するアプリ ケーシ ョ ンを作成する前に、 以下の事項
を確認して ください。

� ワークフローのテンプレー ト定義が作成されている

� ワークフローが手動開始可能であ り、 ワークフローがアクティブかつ

有効である

手順 1 : 必要なパッケージをインポートする

ワークフローにアクセスするために、 ワークフロー アプ リ ケーシ ョ ンではまず
必要なパッケージをインポート します。 最低でも、 ワークフロー アプ リ ケーシ ョ
ンでは次の例のよ うに com.bea.b2b.wlpi パッケージをインポートする必要が
あ り ます。

コード  リス ト  3-1   com.bea.b2b.wlpi パッケージのインポート

import java.io.*;
import java.util.*;
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;
import javax.naming.*;

import com.bea.wlpi.common.*;
import com.bea.b2b.wlpi.*;

import com.bea.eci.logging.*;

手順 2 : 特定のワークフロー テンプレートのワークフロー イ
ンスタンス オブジェク トを作成する

次に、 ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンでは、 次の例のよ うに特定のワークフ
ロー テンプレート定義のワークフロー インスタンス  オブジェ ク ト を作成する必
要があ り ます。
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コード  リスト  3-2   ワークフロー インスタンス オブジェク トの作成

Hashtable[] array = new Hashtable[2];
Hashtable party1  = new Hashtable();
Hashtable party2  = new Hashtable();

party1.put(WorkflowInstance.PARTYNAME_KEY, PARTY_SOURCE);
party2.put(WorkflowInstance.PARTYNAME_KEY, PARTY_DEST);

array[0] = party1;
array[1] = party2;

WorkflowInstance wi = new WorkflowInstance(BUSINESS_PROCESS_NAME,
                               BUSINESS_PROCESS_MAJOR,
                               BUSINESS_PROCESS_MINOR,
                               BUSINESS_PROCESS_ROLE,
                                array);

手順 3 : 入力変数を初期化する

会話開始者ワークフローで入力変数が定義されている場合は、 ワークフロー イ
ンスタンスを開始する前にそれらの変数を初期化して値を割 り当てる必要があ り

ます。 それらの入力変数は、 2-16 ページの 「ワークフロー変数の使用について」
で説明されているよ うに Studio においてテンプレート定義で最初に宣言する必
要があ り ます。

ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンでは、 ワークフロー インスタンスで 
setVariable メ ソ ッ ドを呼び出し、 そのメ ソ ッ ドに変数の名前と値を渡してイ
ンスタンス変数を設定します。 setVariable メ ソ ッ ドでは、 以下のパラ メータが
必要です。

表 3-4  setVariable メソッ ドのパラメータ

パラメータ 説明

name 設定する変数の名前

Value 変数の値。 2-18 ページの 「ワークフロー変数と  Java 
データ型の関連付け」 で説明されているよ うに、 値は 
Java オブジェク ト と して表す必要がある。 
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次の例は、 setVariable メ ソ ッ ドを使用して、 開始するワークフローの 2 つの
変数の値を指定する方法を示しています。

コード  リス ト  3-3   入力変数の値の設定

wi.setVariable( INTEGER_ONE_VAR, new Long( 3 ) );
wi.setVariable( INTEGER_ONE_VAR, new Long( 5 ) ); 

手順 4 : ワークフロー インスタンスの開始

ワークフロー インスタンスを作成して入力変数を初期化した後、 ワークフロー 
アプ リ ケーシ ョ ンは次の例のよ うにインスタンス  オブジェク ト の start メ ソ ッ
ドを呼び出してワークフロー インスタンスを開始します。

コード  リス ト  3-4   ワークフロー インスタンスの開始

wi.start();

手順 5 : ワークフロー インスタンスの完了を待つ

ワークフロー インスタンスが開始された後、 ワークフロー アプ リ ケーシ ョ ンは
ワークフロー インスタンスの waitForCompletion メ ソ ッ ドを呼び出してその完
了を待つこ とができます。 ワークフロー インスタンスが完了するまで処理はブ
ロ ッ ク されます。

コード  リス ト  3-5   ワークフロー インスタンスの完了を待つ

wi.waitForCompletion();
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ワークフロー インスタンスの完了を待つ間、 ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンで
はワークフロー インスタンスの isCompleted メ ソ ッ ドを呼び出してワークフ
ロー インスタンスの完了状態を確認できます。 このメ ソ ッ ドは、 ワークフローの
実行が完了している場合は true を返し、 それ以外の場合は false を返します。

手順 6 : 出力変数の結果を処理する

ワークフロー インスタンスが完了した後、 ワークフロー アプ リ ケーシ ョ ンでは
出力変数に格納された情報を取 り出してワークフロー インスタンスの結果を処
理できます。 それらの出力変数は、 Studio においてテンプレート定義で最初に宣
言する必要があ り ます。

ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンでは、 次の例のよ うに、 ワークフロー インスタ
ンスの getVariable メ ソ ッ ドを呼び出し、 取 り出す変数の名前をそのメ ソ ッ ド
に渡してインスタンス変数の値を取 り出します。

コード  リスト  3-6   出力変数の結果の取り出し

product = (String)wi.getVariable(MULTIPLY_REPLY_VAR);
note = (String)wi.getVariable(NOTE_VAR);

getVariable メ ソ ッ ドは、 適切な  Java データ型にキャス トする必要のある  Java 
オブジェ ク ト を返します。 対応するワークフロー変数の型に応じて戻 り値をキャ
ス トする  Java の型の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド 』 を参照して ください。

例外処理

ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンの実行中にエラーが発生した場合は、
com.bea.b2b.wlpi.WLPIException が送出されます。 ワークフロー API の各メ
ソ ッ ド呼び出しで、 ワークフロー アプリ ケーシ ョ ンでは次の例のよ うにこの例
外を捕捉して適切に処理できます。
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コード  リスト  3-7   ワークフロー アプリケーションでの WLPIExceptions の処理

catch (WorkflowException we){    
      debug("Error starting workflow");
      we.printStackTrace();
}
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4 ビジネス メ ッセージの使い方

以下の節では、 ビジネス  パートナ間で交換されるビジネス  メ ッセージの内容を  
B2B Integration プラグインで作成および操作する方法について説明します。

� ビジネス  メ ッセージの処理について

� ビジネス  メ ッセージのワークフロー変数の定義

� 単純なメ ッセージ操作 （非推奨）

� 複雑なメ ッセージ操作 （非推奨）

注意 : この章で説明する機能は、 WebLogic Integration の本リ リースから廃止さ
れた XOCP ビジネス プロ ト コルをベースにしています。 RosettaNet ビジ
ネス  メ ッセージの使用に関する詳細については、 『B2B Integration 
RosettaNet の実装』 を参照して ください。 ebXMLRosettaNet ビジネス  
メ ッセージの使用に関する詳細については、 『B2B Integration ebXML の
実装』 を参照して ください。 XOCP の代替となるビジネス  プロ ト コルに
関する詳細については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照
して ください。

ビジネス メ ッセージの処理について

ビジネス  メ ッセージは、 ト レーディング  パートナによって会話の中で交換され
る通信の基本単位です。 ビジネス  メ ッセージの構成要素は以下のとおりです。

� 1 つまたは複数のビジネス  ドキュ メ ン ト 。 ビジネス  メ ッセージの XML ベー
スのペイロード部分を表します。 ペイ ロードは、 ビジネス  メ ッセージのビジ
ネス  コンテンツです。

� 1 つまたは複数の添付ファ イル （オプシ ョ ン）。 ビジネス  メ ッセージの XML 
または非 XML ペイ ロード部分を表します。
B2B Integration ワークフローの作成 4-1
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B2B Integration プラグインでは、 以下の 2 つの方法でビジネス  メ ッセージの内
容を作成または抽出できます。

� 単純なメ ッセージ操作が Compose Business Message アクシ ョ ン と  Extract 
Business Message Parts アクシ ョ ンでサポート されています。 これら  2 つのア
クシ ョ ンでは、 ビジネス  メ ッセージの内容をプログラム的ではない方法で操
作できます。 現行の WebLogic Integration では、 Compose Business Message 
アクシ ョ ン と  Extract Business Message Parts アクシ ョ ンは XOCP メ ッセージ
でのみサポート されています。

� 複雑なメ ッセージ操作が Manipulate Business Message アクシ ョ ンでサポート
されています。 このアクシ ョ ンでは、 Message Manipulator API （パッケージ 
com.bea.b2b.wlpi） の MessageManipulator  インタフェースを実装する
ユーザ記述アプリ ケーシ ョ ンが開始されます。 このインタフェースを使用す
る と、 複雑なメ ッセージを作成および操作できます。 現行の WebLogic 
Integration では、 Manipulate Business Message アクシ ョ ンは XOCP メ ッセー
ジでのみサポート されています。

ビジネス メ ッセージのワークフロー変数の
定義

実行時に、 ビジネス  メ ッセージは送信される前または受信された後に （Java 

Object 型の） ワークフロー変数に格納されます。 ビジネス  メ ッセージが送信可
能になる と、 ビジネス  メ ッセージを作成するアクシ ョ ン と関連付けられている
アプリ ケーシ ョ ン コードではそのビジネス  メ ッセージを作成し、 それをこの変
数に格納してワークフロー インスタンスに返します。 ビジネス メ ッセージが受
信される と、Compose Business Message、Extract Business Message Parts、 または 
Manipulate Business Message といったアクシ ョ ン と関連付けられているワークフ
ロー ノードではワークフロー インスタンスから この変数を取得し、 それを利用
して受信ビジネス  メ ッセージを処理します。

注意 : application integration では、XOCP ビジネス  メ ッセージは XML Document 
型のワークフロー変数には格納されません。
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ビジネス  メ ッセージのワークフロー変数の定義
2-16 ページの 「ワークフロー変数の使用について」 で説明されているよ うに、
Studio で、 ビジネス  メ ッセージを格納する  Java Object 変数はそれらのメ ッ
セージと関連するアクシ ョ ンを定義する前に定義する必要があ り ます。

各ワークフロー テンプレート定義では、 ワークフローで送信または受信される
ビジネス  メ ッセージご とに別々の変数を定義するか、 すべてのメ ッセージ交換
で利用する  1 つのオブジェ ク ト変数を定義できます。

Studio でビジネス  ドキュ メ ン トの変数を定義するには、 次の手順を行います。

1. フォルダ ツ リーで、 適切なワークフロー テンプレー ト定義の [変数 ] を右ク
リ ッ ク します。 [変数を作成 ] を選択して、 [変数プロパテ ィ ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

図 4-1   [変数プロパティ ] ダイアログ ボックス

2. この変数のユニークな名前を指定します。

3. Java Object 変数型を選択します。

4. [OK] をク リ ッ ク します。
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）

B2B Integration プラグインでは、単純なメ ッセージ操作に使用できる以下の 2 つ
のアクシ ョ ンが提供されます。

� Compose Business Message ― ビジネス  メ ッセージの送信 アクシ ョ ンで引き
続き送信できるビジネス メ ッセージを作成します。

� Extract Business Message Parts ― ビジネス  メ ッセージをさ らに細かく処理す
るために構成要素を抽出します。 通常は、 ワークフローでビジネス  メ ッセー
ジが受信された後に行います。

これら  2 つのアクシ ョ ンでは、 プログラ ミ ングの必要な く ビジネス  メ ッセージ
を操作できます。 以降の節では、 これら  2 つのワークフロー アクシ ョ ンの使用方
法を説明します。

ビジネス メ ッセージの作成

Compose Business Message アクシ ョ ンは、 開始、 タスク、 分岐、 イベン ト 、 完了
といった協調的ワークフローのどの ノードでも定義できます。 Compose Business 
Message アクシ ョ ンは、 明示的にワークフロー テンプレート定義に追加する必
要があ り ます。 実行時に、 このアクシ ョ ンは [Compose Business Message] ダイア
ログ  ボッ クスで変数と して指定された 1 つまたは複数の XML ドキュ メ ン ト と  1 
つまたは複数の添付ファ イルをビジネス  メ ッセージ エンベロープに追加します。
[Compose Business Message] ダイアログ ボッ クスでは、 ビジネス  メ ッセージの
送信 アクシ ョ ンで送信可能なメ ッセージを簡単に作成できます。

ビジネス メ ッセージ作成の概要については、 以下のいずれかを参照して くださ
い。

� 1-7 ページの 「会話と ビジネス  メ ッセージ」

� 『B2B Integration 入門』 の 「概要」 にある 「ビジネス プロ ト コルのサポート 」
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）
Compose Business Message アクションの定義

Studio でワークフローの Compose Business Message アクシ ョ ンを定義するには、
次の手順を行います。

1. アクシ ョ ンを指定できるダイアログ  ボッ クス （[ タスクのプロパティ ]、 [分
岐のプロパティ ]、 [ イベン トのプロパティ ]、 [開始のプロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスなど） で、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアロ
グ ボッ クスを表示します。

図 4-2   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

2. [統合アクシ ョ ン ] フォルダをク リ ッ ク して展開します。
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
図 4-3   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックスと統合アクション

3. [B2B Integration] フォルダをク リ ッ ク して展開します。

4. [Compose Business Message] を選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 [Compose Business Message] ダイアログ ボッ クスを
表示します。
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）
図 4-4   [Compose Business Message] ダイアログ ボックス

6. [Compose Business Message] ダイアログ ボッ クスの以下のフ ィールドを設定
します。
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
表 4-1  [Compose Business Message] ダイアログ ボックスのフ ィールド

フ ィールド 説明

[出力変数 ] 作成するビジネス  メ ッセージを保持する  Java 
object 型のワークフロー変数

パート番号 作成するビジネス  メ ッセージの各構成要素の ID。 [要
素の割り当て ] テーブルの各エン ト リにはユニークな 
ID が必須であ り、 それは正の整数でなければならな
い。 

ID を割り当てる手順は次のとおり。

1. [要素の ID 番号 ] カラムで適切なセルをク リ ッ クす
る。

2. 要素 ID を入力する。

[要素の種類 ] メ ッセージの要素の種類 （XML ビジネス  ド キュ メ ン
ト または添付ファ イル） を識別する。

� XML ドキュ メ ン トは XML 型のワークフロー変数で
定義しなければならない。 

� 添付ファ イルは binary 型で定義しなければなら
ない。 

要素の種類を選択する手順は次のとおり。

1. [要素 ] カラムで適切なセルをク リ ッ クする。

2. 表示される ド ロ ップダウン  リ ス ト から種類を選択
する。 
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）
4. 既に指定されている  2 つの要素の間にメ ッセージ要素を挿入するには、 次の
よ うにします。

a. 挿入を行う行を右ク リ ッ ク します。

b. [挿入 ] を選択します。 ク リ ッ ク した行の上に空白の行が作成されます。

5. [Compose Business Message] ダイアログ ボッ クスの [要素の割り当て ] テー
ブルのエン ト リ を削除するには、 次のよ うにします。

a. 削除する メ ッセージ要素を指定する行をク リ ッ ク します。

b. 右ク リ ッ ク して  [削除 ] を選択します。

6. [Compose Business Message] ダイアログ ボッ クスでの指定が終了したら、
[OK] をク リ ッ ク します。

[ ソース ] 関連付けられている種類の要素のファ イル名が格納さ

れるワークフロー変数を識別する。

� 要素の種類が XML の場合、 ソースは XML ビジネ
ス  ドキュ メ ン トのファ イル名が格納された XML 変
数でなければならない。

� 要素の種類が binary の場合、 ソースは添付ファ
イルのファ イル名が格納された String 変数でな
ければならない。

ソース  ファ イルを選択する手順は次のとおり。

1. [ ソース ] カラムで適切なセルをク リ ッ クする。

2. セルの右端に沿って表示される下矢印をク リ ッ ク
する。

3. 適切な メ ッセージ要素を保持するファ イルの名前
が格納された変数名を選択する。

[ テキス ト ] 説明テキス ト （省略可能）

表 4-1  [Compose Business Message] ダイアログ ボックスのフ ィールド (続き

フ ィールド 説明
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
ビジネス メ ッセージの情報の抽出

Extract Business Message Parts アクシ ョ ンは、 開始、 タスク、 分岐、 イベン ト 、
完了といった協調的ワークフローのどのノードでも定義できます。 Extract 
Business Message Parts アクシ ョ ンは、 明示的にワークフロー テンプレー ト定義
に追加する必要があ り ます。 実行時に、 このアクシ ョ ンは [ ビジネス メ ッセージ
の要素を抽出 ] ダイアログ  ボッ ク スで変数と して指定された  XML ドキュ メ ン ト
と添付ファ イルをビジネス  メ ッセージ エンベロープから抽出します。[ ビジネス  
メ ッセージの要素を抽出 ] ダイアログ  ボッ クスでは、 受信されたビジネス  メ ッ
セージの内容を簡単に取得できます。

ビジネス メ ッセージ作成の概要については、 以下のいずれかを参照して くださ
い。

� 1-7 ページの 「会話と ビジネス  メ ッセージ」

� 『B2B Integration 入門』 の 「概要」 にある 「ビジネス プロ ト コルのサポート 」

Extract Business Message Parts アクシ ョ ンの定義

Studio でワークフローの Extract Business Message Parts アクシ ョ ンを定義するに
は、 次の手順を行います。

1. アクシ ョ ンを指定できるダイアログ  ボッ クス （[ タスクのプロパティ ]、 [分
岐のプロパティ ]、 [ イベン ト のプロパティ ]、 [開始のプロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スなど） で、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）
図 4-5   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

2. [統合アクシ ョ ン ] フォルダをク リ ッ ク して展開します。
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
図 4-6   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックスと統合アクション

3. [B2B Integration] フォルダをク リ ッ ク して展開します。

4. [Extract Business Message Parts] を選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス  メ ッセージの要素を抽出 ] ダイアログ  ボッ
クスを表示します。
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）
図 4-7   [ ビジネス メ ッセージの要素を抽出 ] ダイアログ ボックス

6. [ ビジネス  メ ッセージの要素を抽出 ] ダイアログ  ボッ クスの以下のフ ィール
ドを設定します。
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
表 4-2  [ ビジネス メ ッセージの要素を抽出 ] ダイアログ ボックスのフ ィールド

フ ィールド 説明

[入力変数 ] 要素を抽出するビジネス  メ ッセージを保持する  Java 
object 型のワークフロー変数

パート番号 ビジネス  メ ッセージから抽出する各構成要素の ID。 以
下の点に注意。

� [要素の割り当て ] テーブルで指定した各エン ト リ
にはユニークな  ID が必要。 その ID は正の整数で
あ り、 ビジネス  メ ッセージから抽出する要素の ID 
と対応していなければならない。

� ビジネス  メ ッセージのすべての要素を抽出する必
要はな く、 必要な要素だけで良い。

ID を割り当てる手順は次のとおり。

1. [要素の ID 番号 ] カラムで適切なセルをク リ ッ クす
る。

2. 要素 ID を入力する。

[要素の種類 ] 抽出する メ ッセージの要素の種類 （XML ビジネス  ド
キュ メ ン ト または添付ファ イル） を識別する。

� XML ドキュ メ ン トは XML 型のワークフロー変数で
定義しなければならない。 

� 添付ファ イルは binary 型で定義しなければなら
ない。 

要素の種類を選択する手順は次のとおり。

1. [要素 ] カラムで適切なセルをク リ ッ クする。

2. 表示される ド ロ ップダウン  リ ス ト から種類を選択
する。
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単純なメ ッセージ操作 （非推奨）
4. 既に指定されている  2 つの要素の間にメ ッセージ要素を挿入するには、 次の
よ うにします。

a. 挿入を行う行を右ク リ ッ ク します。

b. [挿入 ] を選択します。 ク リ ッ ク した行の上に空白の行が作成されます。

5. [Extract Business Message Parts] ダイアログ  ボッ クスの [要素の割り当て ] 
テーブルのエン ト リ を削除するには、 次のよ うにします。

a. 削除する メ ッセージ要素の ID セルをク リ ッ ク します。

b. 右ク リ ッ ク して  [削除 ] を選択します。

6. [OK] をク リ ッ ク します。

[送り先 ] 関連付けられている種類の要素のファ イル名が格納さ

れるワークフロー変数を識別する。

� 要素の種類が XML の場合、 送り先は XML ビジネ
ス  ドキュ メ ン トのファ イル名が格納される  XML 変
数でなければならない。

� 要素の種類が binary の場合、 送り先は添付ファ
イルのファ イル名が格納される  String 変数でな
ければならない。

送り先ファ イルを選択する手順は次のとおり。

1. [送り先 ] カラムで適切なセルをク リ ッ クする。

2. セルの右端に沿って表示される下矢印をク リ ッ ク
する。

3. 抽出されたメ ッセージ要素を保持するファ イルの
名前が格納される変数名を選択する。

[ テキス ト ] 説明テキス ト （省略可能）

表 4-2  [ ビジネス メ ッセージの要素を抽出 ] ダイアログ ボックスのフ ィールド (

フ ィールド 説明
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
複雑なメ ッセージ操作 （非推奨）

以下のタスクを行ってからでないと、 MessageManipulator インタフェースを実
装する  Java アプリ ケーシ ョ ンでビジネス  メ ッセージの内容を作成または抽出で
きません。 

� 作成または操作されるビジネス  メ ッセージの内容を保持するワークフロー変
数を作成します （4-2 ページの 「ビジネス  メ ッセージのワークフロー変数の
定義」 を参照）。

� ワークフローの適切なノードで Manipulate Business Message アクシ ョ ンを定
義します （4-16 ページの 「Manipulate Business Message アクシ ョ ンの定義」
を参照）。

� com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタフェースを実装し、 その 
manipulate メ ソ ッ ドを使用してビジネス  メ ッセージを処理する  Java アプリ
ケーシ ョ ンを記述します （4-22 ページの 「ビジネス  メ ッセージを操作する
アプリ ケーシ ョ ンの記述」 を参照）。

以降の節では、 Manipulate Business Message アクシ ョ ンの定義方法および Java 
アプリ ケーシ ョ ンの記述方法について説明します。

Manipulate Business Message アクションの定義

実行時に、Manipulate Business Message アクシ ョ ンはビジネス  メ ッセージを操作
するために呼び出されます。 ワークフローからビジネス  メ ッセージ （要求など）
が送信される場合、 Manipulate Business Message アクシ ョ ンは関連付けられてい
るアプリ ケーシ ョ ン コードを実行してビジネス  メ ッセージを作成し、 ビジネス  
メ ッセージの送信 アクシ ョ ンで送信される出力変数にそのメ ッセージを保存し
ます。 ワークフローでビジネス  メ ッセージ （応答など） が受信される場合、
Manipulate Business Message アクシ ョ ンは入力変数内のビジネス  メ ッセージを取
得し、 それを処理するために関連付けられているアプリ ケーシ ョ ン  コードに渡
します。

Manipulate Business Message アクシ ョ ンは、 タスク、 分岐、 イベン ト、 開始と
いったノードに関連付けるこ とができます。 Manipulate Business Message アク
シ ョ ンは、 明示的にワークフロー テンプレート定義に追加する必要があ り ます。
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複雑なメ ッセージ操作 （非推奨）
Manipulate Business Message アクションの追加

Studio でワークフローの Manipulate Business Message アクシ ョ ンを定義するに
は、 次の手順を行います。

1. アクシ ョ ンを指定できるダイアログ  ボッ クス （[ タスクのプロパティ ]、 [分
岐のプロパティ ]、 [ イベン トのプロパティ ]、 [開始のプロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスなど） で、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアロ
グ ボッ クスを表示します。

図 4-8   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

2. [統合アクシ ョ ン ] フォルダをク リ ッ ク して展開します。
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
図 4-9   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックスと統合アクション

3. [B2B Integration] フォルダをク リ ッ ク して展開します。

4. [Manipulate Business Message] を選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス  メ ッセージの操作 ] ダイアログ ボッ クスを
表示します。
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複雑なメ ッセージ操作 （非推奨）
図 4-10   [ ビジネス メ ッセージの操作 ] ダイアログ ボックス

6. [ ビジネス  メ ッセージの操作 ] ダイアログ  ボッ クスの以下のフ ィールドで値
を選択します。
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
入力フ ィールドまたは出力フ ィールドの変数を指定する と きには、 以下のガ

イ ド ラインに従って ください。

� アクシ ョ ンが操作対象のビジネス  メ ッセージを受信する場合は、 入力変
数フ ィールドの値を指定する必要があ り ます。

表 4-3  [ ビジネス メ ッセージの操作 ] ダイアログ ボックスのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ マニピュレータ  ク ラス
名 ]

com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタ
フェースを実装する  Java ク ラスの名前 （必須）。 詳細

については、 4-22 ページの 「ビジネス  メ ッセージを操
作するアプ リケーシ ョ ンの記述」 を参照。

[入力変数 ] Receive Business Message アクシ ョ ンで受信されたメ ッ
セージなど、 既存のビジネス  メ ッセージが格納された
ワークフロー変数の名前。

この変数の内容は in パラ メータ と して、
com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタ
フェースを実装する指定された  Java ク ラ スの 
manipulate 処理に渡される。 変数名が指定されてい
ない場合、 in パラ メータの値は null。

指定される変数は、 Java Object 型の既存のワークフ
ロー変数と対応していなければならない。 詳細につい
ては、 2-16 ページの 「ワークフロー変数の使用につい

て」 を参照して ください。

[出力変数 ] com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタ
フェースを実装する指定された  Java ク ラ スの 
manipulate 処理で返されたビジネス  メ ッセージが格
納されるワークフロー変数の名前。

指定される変数は、 Java Object 型の既存のワークフ
ロー変数と対応していなければならない。 詳細につい
ては、 2-16 ページの 「ワークフロー変数の使用につい

て」 を参照して ください。 変数名が指定されていない場
合、 manipulate 処理の戻り値は無視される。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）
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複雑なメ ッセージ操作 （非推奨）
� アクシ ョ ンがビジネス  メ ッセージを送信する場合は、 出力変数フ ィール
ドの値を指定する必要があ り ます。

� 送信するビジネス  メ ッセージを作成する場合は、 メ ッセージ  マニピュ
レータ と と もに、 そのビジネス  メ ッセージ オブジェ ク ト を指定する出力
フ ィールドを使用できます。

7. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

Manipulate Business Message アクションの例

たとえば、 [ ビジネス メ ッセージの操作 ] ダイアログ  ボッ ク スで以下の設定を指
定する と します。

実行時に、 WebLogic Integration プロセス  エンジンが指定された設定でアクシ ョ
ンを実行する と、 以下のイベン ト が発生します。

1. examples.wlpiverifier.ProcessRequest ク ラスのオブジェ ク トが リ フレ
クシ ョ ン とデフォル ト  コンス ト ラ ク タを使用して作成されます。

2. in パラ メータ （requestMsg） の値が取り出されます。

3. manipulate 処理が呼び出されます。

4. manipulate 処理の戻り値がワークフロー出力変数 （replyMsg） に格納され

ます。

表 4-4  [ ビジネス メ ッセージの操作 ] ダイアログ ボックスのサンプル設定

フ ィールド 説明

[ マニピュレータ  ク ラス
名 ]

examples.wlpiverifier.ProcessRequest

[入力変数 ] requestMsg

[出力変数 ] replyMsg
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4 ビジネス メ ッセージの使い方
ビジネス メ ッセージを操作するアプリケーション
の記述

ト レーディ ング パートナ間で交換されるビジネス  メ ッセージをワークフロー変
数と  Java コードを使用して操作する  Java アプリ ケーシ ョ ンを記述します。 
Manipulate Business Message アクシ ョ ンでは、 このアプリ ケーシ ョ ンを呼び出し
て、 送信するビジネス  メ ッセージを作成するか、 受信したビジネス  メ ッセージ
を処理します。 この Java アプ リ ケーシ ョ ンは、
com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタフェースを実装します。 この種
のアプリ ケーシ ョ ンは、 一般的にメ ッセージ  マニピュレータ と呼ばれます。

Manipulate Business Message アクシ ョ ンのメ ッセージ  マニピュレータ  ク ラスお
よび入力と出力の変数を定義する方法については、 4-16 ページの 「Manipulate 
Business Message アクシ ョ ンの定義」 を参照して ください。 
com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタフェースの詳細については、
『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照して ください。

メ ッセージ マニピュレータの機能

メ ッセージ マニピュレータでは、 ビジネス  メ ッセージを処理するための以下の
処理を実装できます。

� ビジネス メ ッセージを送信前に作成します （4-24 ページの
「MessageManipulator インタフェースを実装してビジネス  メ ッセージを作成
するアプリ ケーシ ョ ンの記述手順」 を参照）。 ワークフローは会話に参加する
ためにメ ッセージを送信する必要があ り ます。

� 実行時に Manipulate Business Message アクシ ョ ンが呼び出されます。 
Manipulate Business Message アクシ ョ ンは、 Java アプ リ ケーシ ョ ンを呼
び出して （他のワークフロー変数の内容に基づいて） ビジネス  メ ッセー
ジを作成し、 変数に格納するよ うにそのビジネス  メ ッセージを返します。 
詳細については、 4-16 ページの 「Manipulate Business Message アクシ ョ
ンの定義」 を参照して ください。

� Send Business Message アクシ ョ ンは、 この変数を取り出してビジネス  
メ ッセージを送信します。 詳細については、 5-1 ページの 「ビジネス  メ ッ
セージを送信するワークフローの定義」 を参照して ください。
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� ビジネス  メ ッセージを送信前に作成します （4-27 ページの
「MessageManipulator インタフェースを実装して受信したビジネス  メ ッセー
ジの内容を処理するアプリ ケーシ ョ ンの記述手順」 を参照）。 ビジネス  メ ッ
セージの受信後、 呼び出されたビジネス  メ ッセージ マニピュレータはメ ッ
セージの内容を抽出し、 必要な要素を他のアクシ ョ ンで使用できるよ う に

ワークフロー変数に格納します。

� 受信したビジネス  メ ッセージの特定の要素を置換し、 そのメ ッセージを送信
します。

� 独自のメ ッセージ抽出処理を実行します。

MessageManipulator インタフェース

会話のロール間で交換されるビジネス  メ ッセージを処理するために、 ワークフ
ロー アプリ ケーシ ョ ンでは com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator インタ
フェースを実装する  Java ク ラスを使用します。 このインタフェースには、次のシ
グネチャを持つ manipulate とい う  1 つの処理があ り ます。

XOCPMessage manipulate(WorkflowInstance instance, XOCPMessage in) 
throws WLPIException;

manipulate 処理を呼び出すと きに、 ワークフローでは以下のパラ メータを指定
します。

表 4-5  manipulate 処理のパラメータ

パラメータ 説明

instance 変数の取得または設定に使用できる現在のワークフ

ロー インスタンス。 詳細については、 4-16 ページの
「Manipulate Business Message アクシ ョ ンの定義」 を参
照して ください。

in 関連付けられている  Manipulate Business Message アク
シ ョ ンで入力変数と して指定されたワークフロー変数

に格納されている  XOCP メ ッセージ。 Manipulate 
Business Message アクシ ョ ンで入力変数が指定されて
いないか、 変数が空の場合は、 null が渡される。
B2B Integration ワークフローの作成 4-23



4 ビジネス メ ッセージの使い方
manipulate 処理では、 メ ッセージ  マニピュレータで生成された XOCP メ ッ
セージが返されます。 実行時に、 この XOCP メ ッセージは関連付けられている  
Manipulate Business Message アクシ ョ ンで指定された出力変数に格納されます。 
この出力変数が指定されていない場合、 戻り値は無視されます。

パブリ ック デフォルト  コンスト ラクタ

メ ッセージ マニピュレータ  インタフェースを実装するク ラスでは、 パブ リ ッ ク  
デフォル ト  コンス ト ラ クタ （引数のないコンス ト ラ ク タ） が必要です。 プロセス  
エンジンでは、 Java リ フレ クシ ョ ンを使用してそのク ラスのオブジェク ト を作
成し、 したがってデフォル ト  コンス ト ラ ク タを呼び出します。

MessageManipulator インタフェースを実装してビジネス 
メ ッセージを作成するアプリケーションの記述手順

この節で示す ChannelMasterMessageFactoryII ク ラスは、 ビジネス  メ ッセー
ジを作成する メ ッセージ マニピュレータの例です。 このマニピュレータは、 ワー
クフローで発生する  Manipulate Business Message アクシ ョ ンから呼び出されま
す。 このマニピュレータは、 送信するビジネス  メ ッセージと してワークフローに
渡される応答メ ッセージ （xocpmsg 変数） を返します。

ステップ 1 : 必要なパッケージをインポートする

次のリ ス トは、 XOCP メ ッセージを作成するための XOCP メ ッセージング オブ
ジェク ト など、 ChannelMasterMessageFactoryII ク ラスがインポートするパッ
ケージを示しています。

コード  リスト  4-1   必要なパッケージのインポート

package wlcsamples.channelmaster;

import java.io.*;

import org.apache.xerces.dom.*;
import org.w3c.dom.*;

import com.bea.eci.logging.*;
import com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator;
import com.bea.b2b.wlpi.WorkflowInstance;
import com.bea.b2b.wlpi.WLPIException;
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import com.bea.b2b.protocol.conversation.ConversationType;
import com.bea.b2b.enabler.*;
import com.bea.b2b.enabler.xocp.*;
import com.bea.b2b.protocol.messaging.*;
import com.bea.b2b.protocol.xocp.conversation.local.*;
import com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.*;

ステップ 2 : MessageManipulator インタフェースを実装する

次の リ ス トは、 MessageManipulator インタフェースを実装する  
ChannelMasterMessageFactoryII ク ラス宣言を示しています。

コード  リス ト  4-2   MessageManipulator インタフェースの実装

public class ChannelMasterMessageFactoryII implements MessageManipulator

ステップ 3 : デフォルト  コンス ト ラクタを実装する

次の リ ス トは、ChannelMasterMessageFactoryII ク ラスで使用するデフォル ト  
コンス ト ラ ク タを示しています。

コード  リス ト  4-3   デフォルト  コンスト ラクタの実装

public ChannelMasterMessageFactoryII(){}; 

ステップ 4 : manipulate メ ソ ッ ドの呼び出しを実装する

次のコードは、 manipulate メ ソ ッ ドを呼び出します。 このメ ソ ッ ドは、 受信ビ
ジネス  メ ッセージだけでなく現在のワークフロー インスタンス  オブジェ ク ト を
取り出します。
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コード  リスト  4-4   manipulate メソッ ドの呼び出し

public XOCPMessage manipulate(WorkflowInstance instance,
                                        XOCPMessage in)
    throws WLPIException{

ステップ 5 : ワークフロー インスタンスから入力変数を取得する

次のコードは、 getVariable メ ソ ッ ドを使用して、 ビジネス  メ ッセージの作成
に使用する現在のワークフロー インスタンスから値を取得します。

コード  リスト  4-5   入力変数の取得

String content = (String) instance.getVariable(MESSAGE_CONTENT_VAR); 

ステップ 6 : ビジネス メ ッセージの作成

次のコードは、 以下の処理を実行します。

1. XML ドキュ メ ン トの作成に使用する  XML データを表す DOM オブジェ ク ト
を作成します。

2. temp-xml-transporter.dtd とい う  DTD を使用して XML ドキュ メ ン ト  オ
ブジェ ク ト を作成します。

3. XML ドキュ メ ン トの各 XML 要素を作成します。

4. XML ドキュ メ ン ト を追加して  XOCP メ ッセージを作成します。

コード  リスト  4-6   XML ドキュメン トの作成

DOMImplementationImpl domi = new DOMImplementationImpl(); 
DocumentType dType = 
  domi.createDocumentType( "temp-xml-transporter", 
    "temp-xml-transporter", "temp-xml-transporter.dtd" ); 

org.w3c.dom.Document rq = new DocumentImpl(dType);    
Element root = rq.createElement("temp-xml-transporter");
rq.appendChild(root);
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Element elementContent = rq.createElement("content");
Text t1 = rq.createTextNode(content);
elementContent.appendChild(t1);
root.appendChild(elementContent);

XOCPMessage xocpmsg = new XOCPMessage(""); 
xocpmsg.addPayloadPart(new BusinessDocument(rq));

ステップ 7 : 要求メ ッセージを返す

次のコードは、 変数 xocpmsg （XOCPMessage 型） の要求メ ッセージを返します。 
戻り値は、 ビジネス  メ ッセージを送信するためにワークフローの出力変数
（Java Object 型） に割り当てられます。

コード  リス ト  4-7   要求メ ッセージを返す

return xocpmsg;

MessageManipulator インタフェースを実装して受信したビ
ジネス メ ッセージの内容を処理するアプリケーションの記述
手順

この節で説明する  ChannelMasterMessageExtractorII ク ラスは、 ビジネス  
メ ッセージを受信して処理する メ ッセージ  マニピュレータの例です。 このマニ
ピュレータは、 （ビジネス  メ ッセージで開始するよ うに定義された） 開始イベン
ト と関連付けられている  Manipulate Business Message アクシ ョ ンから呼び出され
ます。 その開始イベン トは、 最初のビジネス  メ ッセージが会話開始者ワークフ
ローから受信されたと きに ト リガされます。 このマニピュレータは、 送信するビ
ジネス  メ ッセージと してワークフローに渡される応答メ ッセージ （replyMsg 変
数） を返します。
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ステップ 1 : 必要なパッケージをインポートする

次のコードは、 XOCP メ ッセージを作成するための XOCP メ ッセージング オブ
ジェク ト など、 ChannelMasterMessageExtractorII ク ラスがインポートする
パッケージを示しています。

コード  リスト  4-8   必要なパッケージのインポート

package wlcsamples.channelmaster;

import java.io.*;

import org.apache.xerces.dom.*;
import org.w3c.dom.*;

import com.bea.eci.logging.*;
import com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator;
import com.bea.b2b.wlpi.WorkflowInstance;
import com.bea.b2b.wlpi.WLPIException;

import com.bea.b2b.protocol.conversation.ConversationType;
import com.bea.b2b.enabler.*;
import com.bea.b2b.enabler.xocp.*;
import com.bea.b2b.protocol.messaging.*;
import com.bea.b2b.protocol.xocp.conversation.local.*;
import com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.*;

ステップ 2 : MessageManipulator インタフ ェースを実装する

次のリ ス トは、 MessageManipulator インタフェースを実装する  
ChannelMasterMessageExtractorII ク ラス宣言を示しています。

コード  リスト  4-9   MessageManipulator インタフェースの実装

public class ChannelMasterMessageExtractorII implements MessageManipulator

ステップ 3 : デフォルト  コンスト ラクタを実装する

次のリ ス トは、 ChannelMasterMessageExtractorII ク ラスで使用するデフォ
ル ト  コンス ト ラ ク タを示しています。
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コード  リス ト  4-10   デフォルト  コンスト ラクタの実装

public ChannelMasterMessageExtractorII(){};

ステップ 4 : manipulate メ ソ ッ ドを呼び出す

次のコードは、 manipulate メ ソ ッ ドを呼び出します。 このメ ソ ッ ドは、 受信ビ
ジネス  メ ッセージ （要求） だけでな く現在のワークフロー インスタンス  オブ
ジェ ク ト を取り出します。

コード  リス ト  4-11   manipulate メソッ ドの呼び出し

public XOCPMessage manipulate(WorkflowInstance instance,
                                        XOCPMessage in)
    throws WLPIException{

ステップ 5 : 要求メ ッセージを処理する

次のコードは、 以下の処理を実行します。

1. ビジネス  メ ッセージからペイロード部分を抽出します。

2. 各ペイ ロード部分について、 DOM ドキュ メ ン ト を抽出します。

3. DOM オブジェク ト の DOM API を使用して、 XML コンテンツを抽出しま
す。

コード  リス ト  4-12   要求メ ッセージの処理

PayloadPart[] payload = in.getPayloadParts();
Document rq = null;

if (payload != null && payload.length > 0){// 
  BusinessDocument bd = (BusinessDocument)payload[0];
  rq = bd.getDocument();
  if (rq == null)
    throw new WLPIException("Did not get a reply document");        
}
Element root = rq.getDocumentElement();
debug(root.toString());
B2B Integration ワークフローの作成 4-29



4 ビジネス メ ッセージの使い方
      
String name = root.getNodeName();
if (!name.equals("temp-xml-transporter")) {
  throw new WLPIException(
    debug("Did not get temp-xml-transporter, found " + name));
}
if (!root.hasChildNodes()){
  throw new WLPIException(
    debug("No child nodes in temp-xml-transporter"));
}
Node childContent = root.getFirstChild();
if (childContent == null){
  throw new WLPIException(
    debug("No child nodes inside temp-xml-transporter"));
}
String content = ((Text)childContent.getFirstChild()).getData(); 
debug("Content is " + content);
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以下の節では、 協調的ワークフローでビジネス  メ ッセージを送受信する方法に
ついて説明します。

� ビジネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義

� ビジネス  メ ッセージを受信するワークフローの定義

注意 : RosettaNet プロトコルに基づく会話とワークフローを実装する場合、

手順については『B2B Integration RosettaNet の実装』を参照してくださ
い。 これらの手順は RosettaNet 1.1 および 2.0 プロトコルに基づ

いています。

このドキュ メ ン ト で説明する  B2B 機能でサポート している  XOCP ビジネ
ス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り廃止されてい
ます。 XOCP の代替となるビジネス  プロ ト コルに関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

ビジネス メ ッセージを送信するワークフ
ローの定義

WebLogic Integration Studio で Compose Business Message アクシ ョ ンまたは 
Manipulate Business Message アクシ ョ ンを使用してビジネス  メ ッセージを作成し
た後は、 Send Business Message アクシ ョ ンを使用してそのビジネス  メ ッセージ
を送信します。 この節では、 ト レーディ ング  パートナにビジネス  メ ッセージが
送信されるよ うに、 協調的ワークフローで  Send Business Message アクシ ョ ンを
定義する方法について説明します。

Send Business Message アクシ ョ ンを定義するには、 次の手順を行います。
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1. アクシ ョ ンを指定できるダイアログ  ボッ クス （[ タスクのプロパティ ]、 [分
岐のプロパティ ]、 [ イベン ト のプロパティ ]、 [開始のプロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スなど） で、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

図 5-1   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

2. [統合アクシ ョ ン ] フォルダをク リ ッ ク して展開します。
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図 5-2   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックスと統合アクション

3. [B2B Integration] フォルダをク リ ッ ク して展開します。

4. [Send Business Message] を選択します。 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス  
メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ クスのどの部分が表示されるか
は、 ワークフロー テンプレー トがコンフ ィ グレーシ ョ ンされているプロ ト コル
によって異なり ます。 以降の節では、 B2B Integration プラグインでサポート され
ているプロ ト コルごとに、 このダイアログ  ボッ ク スの内容を指定する方法につ
いて説明します。

XOCP 1.1 プロト コルを使用したビジネス メ ッセー
ジの送信 （非推奨）

XOCP 1.1 プロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされたワークフロー テンプレー ト
の [ アクシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで ビジネス  メ ッセージの送信 アクシ ョ ン
を選択する と、 次のダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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図 5-3   XOCP メ ッセージの [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックス 
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[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ クスでは以下のタブが表示されま
す。

� [ メ ッセージ ] ― 入力メ ッセージ変数、 ルータ式の内容、 および対象ロー
ルを指定できます。

� [ トークン ] ― ワークフロー変数に対する メ ッセージ トークン情報を指定
できます （5-7 ページの 「メ ッセージ  トークン情報のワークフロー変数
への割り当て」 を参照）。

� [QoS] ― この ビジネス  メ ッセージの送信 アクシ ョ ン レベルでサービス
品質を指定できます （5-12 ページの 「Send Business Message アクシ ョ ン
でのメ ッセージ配信のサービス品質の定義 （非推奨）」 を参照）。

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ クスの以下のフ ィールドを設定し
ます。

表 5-1  [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックスのフ ィールド

フ ィールド 説明

[入力メ ッセージ変数 ] 送信するビジネス  メ ッセージが格納される  Java 
Object 型のワークフロー変数の名前 
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[ルータ式の型 ] ルータ式 フ ィールドの内容 （ ト レーディング  パートナ
名、 XPath 式、 または変数名）。 ルータ式は WebLogic 
Integration リポジ ト リで指定されたルータ式でオー
バーライ ド される場合がある。 ルータの詳細について
は、 『B2B Integration 管理者ガイ ド 』 の 「高度なコン
フ ィグレーシ ョ ン  タスク」 を参照。

この選択ボッ クスでは、 以下の値を選択できる。

� [ ト レーディング パートナ名 ] ― ルータ式 フ ィール
ドには 1 つの ト レーディング  パートナの名前が格
納される。

� [XPath 式 ] ― ルータ式 フ ィールドには Xpath 式が
格納される。

� [変数名 ] ― ルータ式 フ ィールドには Xpath 式の内

容を持つ （String 型の） ワークフロー変数が格
納される。 変数はド ロ ップダウン  リ ス ト から選択
し、 その値は Receive Business Message イベン トに
よって割り当てられている場合がある。

[ルータ式 ] メ ッセージの送信時に使用されるルータ式。

� [ ト レーディング パートナ ] が選択されている場合、
メ ッセージは指定された ト レーディング パートナ
に送信される。

� [XPath 式 ] が選択されている場合、 メ ッセージは指
定された  XPath 式に基づいて送信される。

このフ ィールドが空白の場合は、 NULL フ ィルタが使
用される。 ルータ式の詳細については、 『B2B 
Integration 管理者ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィグレー

シ ョ ン  タス ク」 を参照。

[対象ロール ] メ ッセージが送信される会話の中のロール （必須

フ ィールド）

表 5-1  [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックスのフ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明
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メ ッセージ トークン情報のワークフロー変数への割り当て

ビジネス  メ ッセージが B2B メ ッセージング サービスによって送信される と きに
は、 メ ッセージ トークンがプログラ ミ ング  レベルで Java オブジェ ク ト と して返
されます。 メ ッセージ トークンは、 メ ッセージについての情報を提供します。 そ
の情報には、 メ ッセージ ID、 会話 ID、 送信の成否、 配信ステータス、 および 
B2B エンジンによる最終選択 （ルータおよびフ ィルタの評価） の後の受信側数

などがあ り ます。 アプリ ケーシ ョ ンでは、 getVariable メ ソ ッ ドを呼び出してこ
の変数にアクセスします。

この変数は、 ワークフロー終了後に処理される出力変数と して定義できます。 
メ ッセージ トークンは、 com.bea.b2b.protocol.messaging.MessageToken ク
ラスで表されます。 このク ラスの詳細については、 『BEA WebLogic Integration 
Javadoc』 を参照して ください。

[会話 QoS を使用 ] ワークフロー テンプレートが XOCP プロ ト コルでコン
フ ィグレーシ ョ ンされている場合は、 このチェ ッ ク  
ボッ クスが表示される。 このチェ ッ ク  ボッ ク スでは、
テンプレート  レベルまたはこの Send Business Message
アクシ ョ ン レベルで定義されたサービス品質のどちら
を使用するのかを指定できる。

� チェ ッ クボッ クスを選択する と、 Application 
Integration ではワークフロー テンプレート定義の
レベルで定義された QoS 情報が使用される （2-9 
ページの 「ワークフロー テンプレートでの XOCP 
メ ッセージ配信のサービス品質の定義 （非推奨）」

を参照）。

� チェ ッ ク  ボッ クスを選択しない場合、 Application 
Integration ではこの Send Business Message アク
シ ョ ン レベルで定義された QoS 情報が使用される
（5-12 ページの 「Send Business Message アクシ ョ
ンでのメ ッセージ配信のサービス品質の定義 （非

推奨）」 を参照）。 

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）

表 5-1  [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックスのフ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
協調的ワークフローは、 トークン とその情報をワークフロー変数に割り当てて

メ ッセージ トークンにアクセスできるよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 実
行時において、 ビジネス  メ ッセージの送信 アクシ ョ ンが完了した後に値がワー
クフロー インスタンス変数に割り当てられます。

メ ッセージ トークン と関連情報をワークフロー変数に割り当てるには、 次の手
順を行います。

1. 5-1 ページの 「ビジネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義」 の説明
に従って [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

2. [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスで [ トークン ] タブをク
リ ッ ク します。
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ビジネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義
図 5-4   [ トークン ] タブ
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
注意 : このダイアログ ボッ クスで利用可能なオプシ ョ ンは、 選択したサー
ビス品質の設定によって異な り ます。 詳細については、 2-9 ページの
「ワークフロー テンプレー トでの XOCP メ ッセージ配信のサービス品
質の定義 （非推奨）」 を参照して ください。

3. [ トークン ] タブの以下のフ ィールドを設定します。

表 5-2  [ トークン ] タブのフ ィールド

フ ィールド 説明

[ トークン変数 ] 返されたメ ッセージ  トークンを Java Object 型の
ワークフロー変数に割り当てる。 このオブジェク トは、
処理を目的と してビジネス  オペレーシ ョ ンにのみ渡す
こ とができる。

[送信ステータス ] メ ッセージが正常に送信されたかど うかを示す （成功

の場合は true、 失敗の場合は false）。 その値は、 ワーク
フローからアクセスできるか、 ビジネス  オペレーシ ョ
ンに渡すこ とができる  Boolean 型のワークフロー変数
に割り当てる。
5-10 B2B Integration ワークフローの作成



ビジネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義
[最初の受信側の数 ] メ ッセージがルータを経由した後に B2B エンジンに
よって割り当てられた受信側の数。 その値は、 ワーク
フローからアクセスでき るか、 ビジネス  オペレーシ ョ
ンに渡すこ とができる  Integer 型のワークフロー変数
に割り当てる。

このフ ィールドは、 [QoS メ ッセージ配信確認 ] 設定が
以下のいずれかである場合にのみ表示される。

� [XOCP ハブまで ] ― メ ッセージが仲介機能に達し
たと きに配信確認を必要とする （デフォル ト ）。 こ
のオプシ ョ ンを選択する と、 最高の実行時パ

フォーマンスを維持して基本的な配信確認が提供

される。

� [XOCP ハブ ルータまで ] ― メ ッセージが仲介機能
のルータに達したと きに配信確認を必要とする。 こ
のオプシ ョ ンでは、 メ ッセージを受信するために

ルータによって選択された ト レーディング  パート
ナの リ ス トが提供される。

� [すべての送り先 ] ― すべての送り先から配信確認
を必要とする。 このオプシ ョ ンを選択する と、 最高
レベルの配信確認が提供される。 実行時のパフォー
マンスが低下する恐れがある。

[実際の受信側の数 ] 受信側の実際の数。 その値は、 ワークフローからアク
セスできるか、 ビジネス  オペレーシ ョ ンに渡すこ とが
できる  Integer 型のワークフロー変数に割り当てる。

このフ ィールドは、 [QoS メ ッセージ配信確認 ] 設定が 
[すべての送り先 ] である場合にのみ表示される。

[Ack 経過時間 (ms)] 確認応答がすべての受信側から送信されるのに要する

時間 （ミ リ秒単位）。 このフ ィールドの値は、 ワークフ
ローからアクセスできるか、 ビジネス  オペレーシ ョ ン
に渡すこ とができる  Long 型のワークフロー変数に割
り当てる。

このフ ィールドは、 [QoS メ ッセージ配信確認 ] 設定が 
[すべての送り先 ] である場合にのみ表示される。

表 5-2  [ トークン ] タブのフ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
ビジネス メ ッセージが同期送信の配信オプシ ョ ンを使用して送信された場
合、 メ ッセージ トークンを使用して応答確認を待機するこ とはできません。 
この目的で使用した場合は、 メ ソ ッ ドが即座に返されます。

Send Business Message アクショ ンでのメ ッセージ配信の
サービス品質の定義 （非推奨）

サービス品質 （QoS） は、 XOCP プロ ト コルを使用したビジネス  メ ッセージの
信頼性を高めるために定義する属性のセッ トです。 QoS は、 Studio を使用して以
下のレベルで定義できます。

� テンプレート  レベル。 アクシ ョ ンの定義によってオーバーライ ド されない限
り、 設定はすべての Send Business Message アクシ ョ ンに適用されます。 詳細
については、 2-9 ページの 「ワークフロー テンプレートでの XOCP メ ッセー
ジ配信のサービス品質の定義 （非推奨）」 を参照して ください。

� Send Business Message アクシ ョ ン レベル。 設定は特定のアクシ ョ ンのみに適
用されますが、 テンプレート  レベルで指定された設定をオーバーラ イ ド しま
す。

Send Business Message レベルで QoS を定義するには、 次の手順を行います。

1. [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスで [ 会話 QoS を使用 ] 
チェ ッ ク  ボッ クスが選択されていないこ と を確認します。

2. [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスで [QoS] タブを選択しま
す。 

[QoS] タブが表示されます。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）

表 5-2  [ トークン ] タブのフ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明
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ビジネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義
図 5-5   [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックスの [QoS] タブ
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
3. 表 2-3 の説明に従って [QoS] タブのフ ィールドを設定します。

4. [OK] をク リ ッ ク します。

注意 : こ こで指定した定義は、 この会話のすべての送信アクシ ョ ンにではなく

この Send Message アクシ ョ ンにのみ適用されます。

RosettaNet ビジネス メ ッセージの送信

WebLogic Integration ではリ リース  7.0 よ り、 すべてのビジネス  メ ッセージが同
期的に伝送されます。 ビジネス  メ ッセージの同期的送信には次の利点があ り ま
す。 ビジネス  メ ッセージを送信するタスク  ノードが実行を完了したら、 必要に
応じて即時にワークフローのプロセスを次のノードへ進めるこ とができます。 ビ
ジネス  メ ッセージの返信ステータスを待っている間、 ワークフローの実行を待
機する必要があ り ません。

ビジネス メ ッセージを同期的に送信するワークフローを設計する場合は、 次の
定義を行います。

� ビジネス メ ッセージを （以前のよ うに） 送信するタスク  ノード

� HTTP ステータス  イベン トのタイムアウ ト値、 期日を指定するタスク  ノー
ド

� HTTP ステータス  イベン ト を受け取るイベン ト  ノード

7.0 以前のバージ ョ ンの  WebLogic Integration を使用して作成された RosettaNet 
をベース とするワークフローをご使用の場合は、 ビジネス  メ ッセージの送信方
法を変更する必要があ り ます。 既存の RosettaNet ベースのワークフローから現在
の WebLogic Integration リ リースへ移行する詳しい方法については、 『WebLogic 
Integration 移行ガイ ド』 を参照して ください。

RosettaNet プロ ト コルをベース とするワークフローを作成する手順については、
『B2B Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。

次のセクシ ョ ンでは、 RosettaNet 1.1 および 2.0 プロ ト コルを使用してコンフ ィ
グレーシ ョ ンされたワークフローのビジネス  メ ッセージを送信する方法につい
て説明します。

� RosettaNet 2.0 プロ ト コルを使用したビジネス  メ ッセージの送信方法を指定
する
5-14 B2B Integration ワークフローの作成



ビジネス  メ ッセージを送信するワークフローの定義
� RosettaNet 1.1 プロ ト コルを使用したビジネス  メ ッセージの送信方法を指定
する

� HTTP ステータス  イベン ト  タイムアウ ト値を指定するタスク  ノードを定義
する

� HTTP ステータス  イベン ト を受け取るイベン ト  ノードを定義する

RosettaNet 2.0 プロト コルを使用したビジネス メ ッセージの
送信方法を指定する

RosettaNet 2.0 プロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされたワークフロー テンプ
レー トのビジネス  メ ッセージを送信するタスク  ノードで、 [ アクシ ョ ン ] ダイア
ログボッ クスから  [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] を選択します。 次のダイアログ 
ボッ クスが表示されます。
B2B Integration ワークフローの作成 5-15



5 ビジネス メ ッセージの送受信
図 5-6   RosettaNet 2.0 メ ッセージの [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ 
ボックス

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスの以下のフ ィールドを設定し
ます。
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RosettaNet 2.0 メ ッセージの送信の詳細については、 『B2B Integration RosettaNet 
の実装』 を参照して ください。

RosettaNet 1.1 プロト コルを使用したビジネス メ ッセージの
送信方法を指定する

RosettaNet 1.1 プロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされたワークフロー テンプ
レー トのビジネス  メ ッセージを送信するタスク  ノードで、 [ アクシ ョ ン ] ダイア
ログボッ クスから  [Send Business Message] を選択します。 次のダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

表 5-3  [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックスのボタンとフ ィール
ド

フ ィールド 説明

メ ッセージ タイ
プ

送信する  RosettaNet 2.0 メ ッセージのタイプを指定する。 ビジ
ネス  メ ッセージを送信するには、 [ アクシ ョ ン ] をク リ ッ クす
る。

[入力内容変数 ] サービス内容を表わす ＸＭＬ  データが格納される  XML 型の
ワークフロー変数の名前を指定する。

[入力添付ファ イ
ル記述子変数 ]

RosettaNet メ ッセージの一部と して送信される添付ファ イルを
説明する  XML データが格納される XML 型のワークフロー変数
の名前を指定する。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
図 5-7   RosettaNet 1.1 メ ッセージの [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ 
ボックス

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスの以下のフ ィールドを設定し
ます。
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RosettaNet 1.1 メ ッセージの詳細情報や例については、 『B2B Integration 
RosettaNet の実装』 を参照して ください。

HTTP ステータス イベント  タイムアウト値を指定するタスク 
ノードを定義する

HTTP ステータス  イベン ト受信のタイムアウ ト値を指定するタスク  ノードを定
義するには、 次のステップを実行します。

1. Studio ツールバーで、 [ タスク作成 ] をク リ ッ ク し、 次にビジネス  メ ッセー
ジを送信するタスク  ノードの近くでワークフロー ダイアグラムの任意の位置
をク リ ッ ク します。

2. 作成したタスク  ノードをダブルク リ ッ ク します。 

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

表 5-4  [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックスのボタンとフ ィール
ド

フ ィールド 説明

メ ッセージ タイ
プ

送信する  RosettaNet 1.1 メ ッセージのタイプを指定する。 ビジ
ネス  メ ッセージを送信するには、 [ アクシ ョ ン ] をク リ ッ クす
る。

[入力内容変数 ] サービス内容を表わす ＸＭＬ  データが格納される  XML 型の
ワークフロー変数の名前を指定する。

[入力添付ファ イ
ル記述子変数 ]

RosettaNet メ ッセージの一部と して送信される添付ファ イルを
説明する  XML データが格納される XML 型のワークフロー変数
の名前を指定する。

[ メモ ] 説明テキス ト （省略可能）
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
図 5-8   [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [ タスク名 ] フ ィールドに内容を表わすタスク名をつけます。

4. ウ ィ ン ド ウの [ アクシ ョ ン ] セクシ ョ ンで [作成時 ] タブを選択し、 [追加 ] 
をク リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。
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図 5-9   [ アクションを追加 ] ダイアログ ボックス

5. [ タスク  アクシ ョ ン ] とい う名前のフォルダを右ク リ ッ ク し、 [ タスク期日を
設定 ] を選択します。 [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。
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5 ビジネス メ ッセージの送受信
図 5-10   [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボックス

6. [ タスク期日を設定 ] ダイアログ  ボッ クスの上にある メニューから  [Wait for 
timeout] を選択します。

7. ダイアログ ボッ クスの下の方にある  [期日 ] タブを選択します。 [式に設定 ] 
フ ィールドに適切なタイムアウ ト値を入力します。 たとえば図 5-10 では、 タ
イムアウ ト値は 2 時間に設定されています。

タスク期日の指定に関する詳細については、 『WebLogic Integration Studio 
ユーザーズ ガイ ド』 の 「アクシ ョ ンの定義」 にある 「タス ク期日を設定す

る」 を参照して ください。

8. 次の図で示されている  [期日に実行するアクシ ョ ン ] タブを選択します。
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図 5-11   [期日に実行するアクション ] タブ

9. [追加 ] をク リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

10. [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスで [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダ
を拡張し、 次の図にあるよ うに  [ タスクに完了マークを付ける ] を選択しま
す。
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図 5-12   [ タスクに完了マークを付ける ] アクション

11. [OK] をク リ ッ ク します。 次の図に示す [ タスクに完了マークを付ける ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。
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図 5-13   [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボックス

12.現在のタスクを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

13. [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク します。

14. [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ クます。

15. ワークフローを保存します。

HTTP ステータス イベン トを受け取るイベント  ノードを定義
する

HTTP ステータス  イベン ト を受け取るイベン ト  ノードを作成するには、 次のス
テップを実行します。

1. Studio ツールバーで、 [ イベン ト作成 ] をク リ ッ ク し、 次にビジネス  メ ッ
セージを送信するタスク  ノードの近くでワークフロー ダイアグラムの任意の
位置をク リ ッ ク します。

2. [ イベン ト ] ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ イベン トのプロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。
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図 5-14   [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スで、 [説明 ] フ ィールドに、 た
とえば StatusEvent のよ うに適切なイベン ト名を入力します。

4. [ タイプ ] フ ィールドで [RosettaNet Status Event] を選択します。

5. [Output Status Variable] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 HTTP ステータス値の
格納に適した変数を選択します。 

6. [ アクシ ョ ン ] タブから  [追加 ] を選択します。

[ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。

7. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを開き、 [ タスクに完了マークを付ける ] を選
択して [OK] をク リ ッ ク します。 

[ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。 
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8. 5-25 ページの 「HTTP ステータス  イベン ト を受け取るイベン ト  ノードを定
義する」 で作成したタスクを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 

9. [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ クます。

[ ビジネス メ ッセージの送信 ] に関連付けられているノードを
接続する

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] タスクに関連付けられている ノードを定義した
ら、 次は接続です。 Studio には、 ワークフローのノードを接続する方法が 2 つあ
り ます。

� Studio のツールバーから

a. [接続 ] ボタンをク リ ッ ク します。

b. 接続元のノードをク リ ッ ク し、 接続先のノードにド ラ ッグします。 次に、
マウスのボタンを放して接続を確定します。 

� 特定のノードには [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスから

a. 接続の起点とする接続元のノードをダブルク リ ッ ク します。 [ プロパテ ィ ] 
ダイアログ  ボッ クスが表示されます。

b. [次 ] タブで、 接続先のノードを選択します。 

次の図は、 RosettaNet ベースのワークフローにおける、 同期的 ビジネス  メ ッ
セージの送信 タスク と  4 つのノード （T5、 T8、 C1 および E1） の関連付けの例
です。
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図 5-15   ビジネス メ ッセージの送信 ワークフロー

[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] タスクに関連付けられている ノードの定義と接続
が終了したら、 タイムアウ ト値を指定するタスク ノードから分岐ノードに移行し

ます。 分岐ノードでは、 HTTP ステータスを評価し、 必要に応じて実行のフロー
を定義します。

ビジネス メ ッセージを受信するワークフ
ローの定義

ワークフローは、 以下の状況でビジネス  メ ッセージを受信できます。

� 会話参加者ワークフローが、 会話開始者ワークフローから送信される最初の

ビジネス メ ッセージを待っている と き。 最初のビジネス  メ ッセージは、 ビジ
ネス  メ ッセージの開始と して定義された会話の開始ノードを開始します。 詳
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細については、 3-6 ページの 「会話参加者ワークフローの開始ノードの定義」 
を参照して ください。 

� 会話開始者ワークフローまたは会話参加者ワークフローが、 イベン ト  ノード
で別のメ ッセージ （要求に対する応答など） を待っている と き （5-29 ページ
の 「Business Message Receive イベン トの定義」 を参照）。

以降の節では、 B2B Integration プラグインでサポート されている各プロ ト コル
で、 ビジネス  メ ッセージを受信するよ うにワークフローを設定する手順を説明
します。

Business Message Receive イベントの定義

ワークフローがビジネス  メ ッセージ （要求に対する応答や、 それ以降の要求な

ど） を受信するために待機する場合は、 Business Message Receive イベン ト を定
義する必要があ り ます。 このイベン トは、 実行時において適切なビジネス  メ ッ
セージが会話で受信されたと きに ト リガされます。

Business Message Receive イベン ト を定義するには、 次の手順を行います。

1. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従ってイベン ト  ノードを表示または追加します。

2. イベン ト  シェイプをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーでイベン ト  
シェイプを右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] コマンドを選択して  [ イベン トのプ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
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図 5-16   [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [説明 ] フ ィールドで、 Receive Business Message イベン ト の意味のわかる名
前を入力します。

4. [ タイプ ] ド ロ ップダウン  リ ス トで [Collaboration event] を選択します。

[ イベン トのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの表示が更新されます。 どの内容
が表示されるかは、 ワークフロー テンプレートがコンフ ィグレーシ ョ ンされて
いるプロ ト コルによって異な り ます。 以降の節では、 B2B Integration プラグイン
でサポート されているプロ ト コルごとに、 Receive Business Event を定義する方
法を説明します。
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XOCP 1.1 プロト コルでの Business Message Receive イベ
ントの定義

ワークフロー テンプレー トが XOCP 1.1 プロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされ
ている場合は、 [Conversation event] タイプを選択する と、 [ イベン ト のプロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスが次のよ うに更新されます。

図 5-17   XOCP メ ッセージ受信イベント を定義するための [ イベントのプロパ
ティ ] ダイアログ ボックス
B2B Integration ワークフローの作成 5-31



5 ビジネス メ ッセージの送受信
XOCP メ ッセージの Business Message Receive イベン ト をコンフ ィ グレーシ ョ ン
するには、 [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ ボッ ク スの以下のフ ィールドで
値を選択します。

実行時にビジネス  メ ッセージが受信される と、 イベン トが ト リガされて、 対象
変数が受信したばかりのビジネス  メ ッセージに設定されます。 ルータ変数が指定
されている場合、 その変数には送信側への応答で使用できる  XPath 式が格納さ
れます。 詳細については、 5-1 ページの 「ビジネス  メ ッセージを送信するワーク
フローの定義」 を参照して ください。

表 5-5  [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックスのフ ィールド

変数 説明

[ イベン トのタイプ ] [着信ビジネス  メ ッセージ ] を選択して、 受信ビジネ
ス  メ ッセージを待つイベン ト を定義する。 会話終了の
方法の選択については、 6-5 ページの 「会話参加者
ワークフローの終了の定義」 を参照。

[対象変数 ] ビジネス  メ ッセージを格納する  Java Object 型の対
象ワークフロー変数の名前 （必須フ ィールド）

[ルータ式 ] XPath 式を格納する  String 型のワークフロー変数の
名前。 その値は、 メ ッセージを送信するために送信側
で使用される  XPath 式を表す。 この XPath 式は、 現在
のメ ッセージに対する応答を発行するためにルータ式

で使用できる。 このフ ィールドはオプシ ョ ン。

[送信側の名前 ] メ ッセージを送信した ト レーディング パートナの名前
を格納する  String 型のワークフロー変数の名前。 
[Xpath 変換 ] チェ ッ ク  ボッ クスが選択されている場
合、 この名前は XPath 式に変換される。

[XPath 変換 ] このチェ ッ ク  ボッ ク スが選択されている場合、 [送信
側の名前 ] フ ィールドで指定された変数の内容が Send 
Business Message アクシ ョ ンでの使用に適した  XPath 
式に変換される。 

選択されていない場合は、 [送信側の名前 ] 変数は送信
側の ト レーディング パー トナの実際の名前と して使用
されます。
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RosettaNet 2.0 プロト コルでの Business Message Receive 
イベントの定義

ワークフロー テンプレー トが RosettaNet 2.0 プロ ト コルでコンフ ィ グレーシ ョ ン
されている場合は、 [Conversation event] タイプを選択する と、 [ イベン ト のプロ
パテ ィ ] ダイアログ ボッ クスの表示が次のよ うに更新されます。

図 5-18   RosettaNet 2.0 メ ッセージ受信イベントを定義するための [ イベントの
プロパティ ] ダイアログ ボックス

RosettaNet 2.0 メ ッセージの Business Message Receive イベン ト をコンフ ィグレー
シ ョ ンするには、 [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの以下のフ ィー
ルドで値を選択します。

表 5-6  [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックスのフ ィールド

変数 説明

[内容変数 ] RosettaNet 2.0 XML ビジネス  ドキュ メ ン トの内容を格
納する  XML 型の対象ワークフロー変数の名前

[添付ファ イル記述子変
数 ]

RosettaNet 2.0 メ ッセージの添付ファ イルの内容を格納
する  XML 型の対象ワークフロー変数の名前
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実行時にビジネス  メ ッセージが受信される と、 イベン トが ト リガされて、 対象
変数が受信したばかりのビジネス  メ ッセージに設定されます。 RosettaNet 2.0 プ
ロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされたワークフロー テンプレー トの Business 
Message Receive イベン ト を定義する方法の詳細情報と例については、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。

RosettaNet 1.1 プロト コルでの Business Message Receive 
イベントの定義

ワークフロー テンプレー トが RosettaNet 1.1 プロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ン
されている場合は、 [Conversation event] タイプを選択する と、 [ イベン トのプロ
パティ ] ダイアログ ボッ クスの表示が次のよ うに更新されます。 

図 5-19   RosettaNet 1.1 メ ッセージ受信イベント を定義するための [ イベントの
プロパティ ] ダイアログ ボックス

RosettaNet 1.1 メ ッセージの Business Message Receive イベン ト をコンフ ィグレー
シ ョ ンするには、 RosettaNet 1.1 XML ビジネス  ドキュ メ ン トの内容を格納する  
XML 型の対象ワークフロー変数の名前を選択します。

実行時にビジネス  メ ッセージが受信される と、 イベン トが ト リガされて、 対象
変数が受信したばかりのビジネス  メ ッセージに設定されます。 RosettaNet 1.1 プ
ロ ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされたワークフロー テンプレー トの Business 
Message Receive イベン ト を定義する方法の詳細情報と例については、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。
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以下の節では、 協調的ワークフローの終了と関連する主要なタスクについて説明

します。

� 会話終了の定義

� ワークフロー終了の定義

注意 : この章で説明する機能の多 くは、 WebLogic Integration の本 リ リースから
廃止された XOCP ビジネス プロ ト コルをベースにしています。 
RosettaNet プロ ト コル ベースの会話の終了については、 『B2B Integration 
RosettaNet の実装』 を参照して ください。 ebXML プロ ト コル ベースの
ワークフローの終了については、 『B2B Integration ebXML の実装』 を参
照して ください。 XOCP の代替となるビジネス  プロ ト コルに関する詳細
については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くださ
い。

会話終了の定義

会話は、 会話開始者ワークフローが完了状態に達した と きに終了します。 会話参
加者ワークフローは、 会話が終了する前にその会話への参加を終了できます。

会話開始者ワークフローの終了の定義

会話開始者ワークフローについては、 ワークフローの任意の完了ノードで会話終

了プロパティ （成功または失敗での終了） を定義できます。 ワークフローで完了
ノードに達する と、 アクテ ィブなワークフローがすべての完了ノードに達してい

るかど うかに関係な く、 ワークフローの実行中のインスタンスに完了のマークが

付けられます。 会話開始者ワークフローは会話を終了できますが、 会話の他の参
加者は終了できません。
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会話開始者ワークフローの終了を定義するには、 次の手順を行います。

1. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従って完了シェイプを追加または表示します。

2. 完了シェイプをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーでそれを右ク リ ッ ク
します。 [ プロパティ ] を選択して、 [完了のプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク
スを表示します。

図 6-1   [完了のプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [ カスタム ] をク リ ッ ク します。 Studio でインス トールされているプラグイン
ごとのド ロップダウン  リ ス トが表示されます。

図 6-2   [ カスタム完了のプロパティ ] ドロップダウン リスト
6-2 B2B Integration ワークフローの作成



会話終了の定義
4. [Collaboration Termination] を選択します。 

[完了のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの内容は、 ワークフロー テンプレー ト
で定義されているプロ ト コルによって異な り ます。 

サポート されている各プロト コルの完了プロパティ

以下の節では、 サポート されている各プロ ト コルの [完了のプロパティ ] ダイア
ログ ボッ クスを説明します。

� XOCP 1.1 プロ ト コルの [完了のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス （非推奨）

� RosettaNet 1.1 または 2.0 プロ ト コルの [完了のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ
クス

XOCP 1.1 プロト コルの [完了のプロパティ ] ダイアログ ボッ
クス （非推奨）

XOCP 1.1 プロ ト コルで定義されているワークフロー テンプレー トでは、 [会話
終了 ] プロパティ を使用してカスタム完了プロパティ を選択した後に次の図のよ
う な [完了のプロパティ ] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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図 6-3   XOCP 1.1 プロト コルの [完了のプロパティ ] ダイアログ ボックス

[完了のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスで会話終了オプシ ョ ンを選択します。 
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RosettaNet 1.1 または 2.0 プロ ト コルの [完了のプロパティ ] 
ダイアログ ボックス

RosettaNet 1.1 または 2.0 プロ ト コルでワークフローがコンフ ィ グレーシ ョ ンさ
れている場合、 会話終了はワークフローの完了ノードで処理されません。 [会話
終了 ] プロパティ を選択する と、 次のメ ッセージが表示されます。

現在の会話設定では、この機能は利用できません。

RosettaNet ベースの会話の終了については、 『B2B Integration RosettaNet の実装』
を参照して ください。

会話参加者ワークフローの終了の定義

会話参加者ワークフローでは、 会話プロパティ、 ビジネス  メ ッセージ開始プロ
パテ ィ、 および （XOCP ベースのワークフローで必要に応じて） 会話終了イベン
トが定義されています。 会話終了イベン トは、 会話開始者からの会話終了信号を
待つために参加者ワークフローで使用できます。 会話終了イベン ト を使用する
と、 参加者ワークフローでは会話終了のステータスに基づいて追加処理 （ハウス

キーピング処理など） を実行できます。

表 6-1  [完了のプロパティ ] ダイアログ ボックスの交換終了オプション

フ ィールド 説明

[ 完了 ] このオプシ ョ ンは、会話が結果 SUCCESS で終了する場合に選択

する （デフォルト ）。 会話は、 この状態のアクシ ョ ンが完了した

後に終了する。

結果 SUCCESS は、 ワークフロー インスタンスが正常に完了し

たこ とを示す。 会話の参加者には、 会話が終了する こ とが通知さ

れる （可能な場合）。

[ 失敗 ] このオプシ ョ ンは、 会話が結果 FAILURE で終了する場合に選択

する。 会話は、 この状態のアクシ ョ ンが完了した後に終了する。

結果 FAILURE は、 ワークフロー インス タンスで特定の会話ま

たはアプ リケーシ ョ ンのエラーが発生したこ とを示す。 会話の参

加者には、 会話が終了するこ とが通知される （可能な場合）。
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6 協調的ワークフローの終了
注意 : このイベン ト の使用はオプシ ョ ンであ り、 XOCP プロ ト コルでのみ使用
できます。 このイベン ト を待たないワークフローは、 ワークフローを終
了するだけで会話から退出できます （完了ノード）。

ワークフロー イベン ト  シェイプは、 通知ノードを表します。 ワークフローは、
イベン ト を ト リガする会話終了メ ッセージを待ちます。 その ト リガの時点で、 イ
ベン トで定義されているアクシ ョ ンを実行した り、 ワークフロー変数を設定した

りできます。

会話参加者ワークフローに会話終了イベン ト を追加するには、 次の手順を行いま

す。

1. 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプ
レー トの定義」 の説明に従ってイベン ト  シェイプを表示または追加します。

2. イベン ト  シェ イプをダブルク リ ッ クするか、 フォルダ ツ リーでそれを右ク
リ ッ ク します。 [ プロパテ ィ ] コマンドを選択して、 [ イベン ト のプロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。
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会話終了の定義
図 6-4   [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [説明 ] フ ィールドにテキス ト を入力し、 [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス トか
ら  [Conversation Event] を選択します。
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6 協調的ワークフローの終了
図 6-5   コラボレーション イベントの選択

[ イベン トのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スでイベン ト  タイプと して 
[Conversation Event] を選択した後、 [ イベン トのプロパテ ィ ] ダイアログ  
ボッ ク スの表示が次の図のよ うに更新されます。
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会話終了の定義
図 6-6   XOCP 1.1 プロト コルの会話コラボレーション終了イベント

4. [ イベン ト のタイプ ] 選択ボッ クスで [会話終了 ] を選択します。

5. 終了ステータス変数を格納できる  Boolean 型のワークフロー変数を選択しま
す。 この変数は、 次の表のいずれかの値に設定されます。
B2B Integration ワークフローの作成 6-9



6 協調的ワークフローの終了
注意 : この Boolean 変数は、 このダイアログ  ボッ クスで選択する前に明示
的に作成する必要があ り ます。 詳細については、 2-16 ページの 「ワー

クフロー変数の使用について」 を参照して ください。

6. [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

Studio では、 会話終了ステータスの値が Boolean 型のワークフロー変数に割り
当てられます。 この変数は、 ワークフローからアクセスするか、 ビジネス  オペ
レーシ ョ ンに渡すこ とができます。 ワークフローの開発者は、 この値に基づいて
適切なアクシ ョ ンを行う必要があ り ます。

ワークフロー終了の定義

すべての協調的ワークフローでは、 少な く と も  1 つの完了ノードが必要です。 会
話開始者ワークフローで完了ノードを定義する方法については、 6-1 ページの
「会話開始者ワークフローの終了の定義」 を参照して ください。 会話参加者ワー
クフローの場合、 会話終了イベン ト の受信はワークフローの終了の定義と まった

く関連があ り ません。 通常、 会話参加者ワークフローにはただ単にワークフロー
を終了するだけの完了ノードが少な く と も  1 つあ り ます。 プロ ト コルに関係な
く、 会話参加者ワークフローの完了ノードでコンフ ィ グレーシ ョ ンできる  B2B 
固有のアクシ ョ ンやイベン トは存在しません。

6-5 ページの 「会話参加者ワークフローの終了の定義」 で説明したよ うに、 会話

参加者ワークフローでは会話終了イベン ト を処理する必要があ り ません。 それら
のワークフローは単純に終了でき、 終了する と、 参加していた会話から自動的に

切り離されます。

完了ノードの設定に関する詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー テンプレー トの定義」 を参照して ください。

表 6-2  [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボックスの終了ステータス オプ
ション

オプション 説明

True 会話が SUCCESS 値で終了したこ とを示す。

False 会話が FAILURE 値で終了したこ とを示す。
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